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号193第

前
回
の
答
え
と
当
選
者

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

第
46
弾
で
す
。

で配信中で配信中

亜
由
美（
内
宿
台
）、文
屋
翔

（
内
宿
台
）―

順
不
同・敬
称
略―

★
は
が
き
に
答
え

  

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、

〒
3
6
2
ー
8
5
1
7

伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

　
　
　
議
会
広
報
委
員
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
誌
へ
の
ご
意

見
や
ご
感
想
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
あ
わ
せ
て
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

☆
締
切
　
11
月
30
日
（
当

日
消
印
ま
で
有
効
）

　
正
解
者
の
な
か
か
ら
抽

選
で
10
人
の
方
に
エ
コ
手

袋
を
差
し
上
げ
ま
す
。

☆
正
解
と
当
選
者
の
発
表

は
次
号
の
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
ま
す
。

　
前
回
の
答
え
は
「
ギ
カ

イ
ダ
ヨ
リ
」
で
し
た
。
応

募
総
数
16
人
。
正
解
者
15

人
の
う
ち
抽
選
で
10
人
の

方
に
「
エ
コ
手
袋
」
を
お

送
り
し
ま
す
。

〈
当
選
者
〉

竹
若
美
幸（
本
町
）、近
藤
哲

生（
本
町
）、笠
原
和
子（
栄
）、

山
田
安
子（
小
室
）、大
石
喜

久
枝（
小
室
）、今
村
紀
子（
中

央
）、林
山
充（
西
小
針
）、粕

谷
智
恵
子（
内
宿
台
）、宗
村

応
募
方
法

（
例
　Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ

）

「伊奈町議会だより」も「伊奈町議会だより」も

議会HP議会HP議会フェイスブック議会フェイスブック

◆議会報告会（広聴会）
　　　　　　　　　　…⑮
◆議会報告会（広聴会）
　　　　　　　　　　…⑮
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例
Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ

伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

▲ローズちゃんの「エコ手袋」
　※色は選べません

◇
議
会
ク
イ
ズ
の
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
を
家
族
と
一
緒
に

考
え
た
の
で
、
家
族
の
親
睦

が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　

（
10
代
）

◇
ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
の
エ
コ
手

袋
が
か
わ
い
い
。
急
い
で
ハ

ガ
キ
を
書
き
ま
し
た
。
伊
奈

中
央
駅
近
く
に
ス
ー
パ
ー
で

良
い
の
で
、
あ
る
と
凄
く
い

い
と
思
い
ま
し
た
。
（
40
代
）

◇
い
つ
も
読
ま
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
町
の
動
向
が
わ

か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て

お
り
、
と
て
も
読
み
や
す
い

で
す
。              

（
40
代
）

◇
エ
コ
手
袋
当
た
り
ま
し

た
。
う
れ
し
い
茶
系
の
淡
い

色
で
す
が
、
か
わ
い
い
。

（
70
代
）

◇
い
つ
も
読
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
伊
奈
町
を
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
様
の
健
康
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
　  

（
70
代
）

編
集
後
記

議
会
広
報
委
員
会

委  

員  

長
　上
野
　尚
德

副
委
員
長
　髙
橋
ま
ゆ
み

委
　
　員
　武
藤
　倫
雄

委
　
　員
　山
野
　智
彦

委
　
　員
　大
野
　興
一

委
　
　員
　戸
張
　光
枝

委
　
　員
　藤
原
　義
春

委
　
　員
　青
木
　久
男

声
の
者
読

◆議案概要・審議結果
◆一般質問11人が登壇

9月定例会令和3年

タ
テ
の
ヒ
ン
ト

１
、
犯
人
が
恐
れ
る
人

２
、
神
奈
川
県
に
あ
る
○
○

　
　
マ
リ
ー
ナ

３
、
父
母
の
音
読
み

４
、
オ
リ
ー
ブ
○
○
○

５
、
吉
永
小
百
合
が
主
演
の  

　 

「
北
の
○
○
○
○
た
ち
」

ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

６
、
清
水
次
郎
長
の
生
誕
県

７
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
「
○
○
○
林
檎
」

８
、
○
○
で
儲
け
る

９
、
○
○
も
玻
璃
も
磨
け
ば

光
る（
こ
と
わ
ざ
）

10
、
行
田
の
○
○
○
ア
ー
ト

は
有
名

 

問
題

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
E
を
並
べ
て
で
き

る
言
葉
は
？

答
え
の
ヒ
ン
ト

カ
ブ
は
カ
ブ
で
も
恐
い
カ
ブ 

り
ん
ご

は     

り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

発
生
か
ら
２
年
近
く
が
経

ち
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に

収
束
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
２
年
間
失
っ
た
も

の
は
第
一
に
多
く
の
人
命

が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
の
ほ
か
多
く

の
日
常
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
。
小
学
校
の

秋
の
運
動
会
、
今
年
も
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
町
や

学
校
そ
し
て
地
域
で
の
諸

行
事
の
中
止
や
変
更
が
続

き
ま
す
。
こ
れ
ら
が
新
た

な
日
常
と
な
ら
な
い
こ
と

を
願
い
ま
す
。

　
小
誌
の
編
集
は
議
会
広

報
委
員
会
で
す
が
、
議
会

の
役
目
と
し
て
広
く
住
民

の
皆
様
の
意
見
を
聞
く
広

聴
も
含
め
て
い
ま
す
。
今

回
の
「
議
会
だ
よ
り
ｄ
ｅ

広
聴
会
」
は
議
会
ク
イ
ズ

同
様
多
く
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　  

（
青
木
）

議会だより　　「広聴会」議会だより　　「広聴会」dede

読みやすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザイン書体を
採用しています。

読みやすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザイン書体を
採用しています。

植物油インキを植物油インキを
使用しています。使用しています。

★議会だよりは再生紙を
　使用しています。
★議会だよりは再生紙を
　使用しています。

　
９
月
の
さ
わ
や
か
な
天

気
の
下
、
稲
刈
り
作
業
中

の
方
々
と
遭
遇
し
取
材
に

応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昔
は
田
ん
ぼ
一
面
に
大
勢

の
人
が
出
て
賑
や
か
に
稲

を
刈
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
今
は
コ
ン
バ
イ
ン

で
一
気
に
刈
り
込
み
ま
す
。

表
紙
の
写
真
っ
て
何
？
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定例会  議案概要 定例会  議案概要

　
こ
れ
か
ら
の
町
の
農
業

を
持
続
可
能
な
も
の
に
し
、

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を

よ
り
一
層
進
め
る
た
め
に

制
定
し
た
も
の
で
す
。

問
　
大
針
地
区
等
で
は
既

に
集
積
化
が
行
わ
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
条
例
に
し

た
意
義
は
。

答
　
条
例
化
し
て
、
町
も

農
業
者
や
住
民
も
意
識
を

持
っ
て
農
業
を
知
っ
て
も

ら
い
、
農
地
の
集
積
・
集

約
化
を
推
進
す
る
こ
と
で

今
後
の
生
産
性
の
向
上
や

遊
休
農
地
の
拡
大
防
止
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
た
も
の
で
あ
る
。

　
2
0
2
1
年
4
月
、
５

月
、
６
月
に
実
施
さ
れ
た

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

等
に
伴
い
、
飲
食
店
の
休

業
・
時
短
営
業
や
外
出
自

粛
等
の
影
響
を
受
け
た
事

業
者
に
対
す
る
伊
奈
町
の

給
付
金
制
度
で
す
。

問
　
事
業
の
内
容
は
。

答
　
令
和
３
年
４
月
、
５

月
、
６
月
の
売
上
額
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
る
前
の
令
和

元
年
度
ま
た
は
令
和
２
年

度
の
同
月
売
上
額
と
比
較

し
て
売
上
額
が
50
％
以
上

減
少
し
た
事
業
者
で
、
町

内
に
住
所
の
あ
る
個
人
事

業
者
等
ま
た
は
町
内
に
本

店
の
あ
る
中
小
法
人
等
を

対
象
と
す
る
。

　
個
人
事
業
者
は
２
万
円
、

中
小
法
人
等
は
４
万
円
に

法
人
規
模
に
よ
る
加
算
額

（
０
円
〜
30
万
円
）を
加
え

た
額
を
月
額
限
度
額
と
し

て
給
付
金
を
支
給
す
る
。

　
17
か
所
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
、
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
と
保
護
者
と
の
連
絡

の
利
便
性
向
上
を
図
る
た

め
、
I
C
T
機
器
を
導
入

す
る
も
の
で
す
。

問
　
ど
の
よ
う
な
機
能
か
。

答
　
児
童
の
入
退
室
管
理
、

保
護
者
と
児
童
ク
ラ
ブ
双

方
向
の
連
絡
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
の
機
能
で
あ
る
。

本
年
11
月
よ
り
運
用
を
開

始
す
る
予
定
。

問
　
I
C
カ
ー
ド
の
管
理

や
運
用
方
法
は
。

答
　
児
童
１
人
に
１
枚
の

カ
ー
ド
を
交
付
。
入
退
室

の
際
、児
童
が
機
器
に
カ
ー

ド
を
か
ざ
す
。
カ
ー
ド
は

持
ち
出
さ
ず
、
児
童
ク
ラ

ブ
に
備
え
つ
け
る
。

問
　
南
部
地
域
の
介
護
保

険
事
業
で
あ
る
同
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
一
日

も
早
い
開
設
が
望
ま
れ
て

い
た
が
、
3
か
月
遅
れ
る

理
由
は
何
か
。

答
　
事
業
者
公
募
の
準
備

期
間
を
短
く
取
り
す
ぎ
て

い
た
点
や
南
部
地
区
に
は

適
当
な
公
の
施
設
が
少
な

く
民
間
の
賃
貸
を
想
定
し

て
い
た
が
、
自
己
所
有
の

建
物
を
望
む
業
者
の
声
も

あ
り
、
さ
ら
に
、
現
在
あ

る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
事
務
引
継
ぎ
な

ど
を
考
え
る
と
1
月
オ
ー

プ
ン
は
難
し
い
の
で
引
き

延
ば
し
た
。

問
　
事
業
者
を
選
定
す
る

た
め
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

応
募
し
た
業
者
数
は
。
ま

た
町
内
外
の
内
訳
は
ど
う

か
。

答
　
3
社
で
す
べ
て
町
内

業
者
で
あ
る
。

入退室操作のイメージ

現在は１か所で行われている地域包括支援センター

令和元年度には大針地区、令和２年度には小貝戸地区で既に実施されています

整備後 整備前

整
備

入退室管理の他、保護者との連絡も可能

問答

問答問答

　9
月
定
例
会
は
、
9
月
7
日
か
ら
22
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
継
続
審
査
と
な
っ
た
令
和
2
年
度
決

算
認
定
を
除
く
12
議
案
、
議
員
提
出
の
2
議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

伊奈町農地集積・集約化
の推進に関する条例

放課後児童クラブ
I C T 機器導入

515万円
問

問答

答

予算額

問答

外出自粛等関連事業者
支援事業

3,115万円
予算額

南部地域包括支援センター
オープンは来年度に

減額1,000万円
事業先送りによる

主に対面で個人向けに商品・
サービスの提供を行う事業者
も対象となり得ます。
ⓐ旅行関連事業者
ⓑその他事業者
ⓒａ、ｂへ商品・サービス提
供を行う事業者
※詳細は元気まちづくり課へ
お問合せください。

※協力金支給対象の
飲食店は対象外飲食店

流通関連事業者

飲食品、器具、
備品等の生産者

食品加工・製造事業者
器具・備品事業者

サービス
事業者

給付対象となり得る事業者（例）
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こ
れ
か
ら
の
町
の
農
業

を
持
続
可
能
な
も
の
に
し
、

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を

よ
り
一
層
進
め
る
た
め
に

制
定
し
た
も
の
で
す
。

問
　
大
針
地
区
等
で
は
既

に
集
積
化
が
行
わ
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
条
例
に
し

た
意
義
は
。

答
　
条
例
化
し
て
、
町
も

農
業
者
や
住
民
も
意
識
を

持
っ
て
農
業
を
知
っ
て
も

ら
い
、
農
地
の
集
積
・
集

約
化
を
推
進
す
る
こ
と
で

今
後
の
生
産
性
の
向
上
や

遊
休
農
地
の
拡
大
防
止
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
た
も
の
で
あ
る
。

　
2
0
2
1
年
4
月
、
５

月
、
６
月
に
実
施
さ
れ
た

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

等
に
伴
い
、
飲
食
店
の
休

業
・
時
短
営
業
や
外
出
自

粛
等
の
影
響
を
受
け
た
事

業
者
に
対
す
る
伊
奈
町
の

給
付
金
制
度
で
す
。

問
　
事
業
の
内
容
は
。

答
　
令
和
３
年
４
月
、
５

月
、
６
月
の
売
上
額
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
る
前
の
令
和

元
年
度
ま
た
は
令
和
２
年

度
の
同
月
売
上
額
と
比
較

し
て
売
上
額
が
50
％
以
上

減
少
し
た
事
業
者
で
、
町

内
に
住
所
の
あ
る
個
人
事

業
者
等
ま
た
は
町
内
に
本

店
の
あ
る
中
小
法
人
等
を

対
象
と
す
る
。

　
個
人
事
業
者
は
２
万
円
、

中
小
法
人
等
は
４
万
円
に

法
人
規
模
に
よ
る
加
算
額

（
０
円
〜
30
万
円
）を
加
え

た
額
を
月
額
限
度
額
と
し

て
給
付
金
を
支
給
す
る
。

　
17
か
所
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
、
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
と
保
護
者
と
の
連
絡

の
利
便
性
向
上
を
図
る
た

め
、
I
C
T
機
器
を
導
入

す
る
も
の
で
す
。

問
　
ど
の
よ
う
な
機
能
か
。

答
　
児
童
の
入
退
室
管
理
、

保
護
者
と
児
童
ク
ラ
ブ
双

方
向
の
連
絡
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
の
機
能
で
あ
る
。

本
年
11
月
よ
り
運
用
を
開

始
す
る
予
定
。

問
　
I
C
カ
ー
ド
の
管
理

や
運
用
方
法
は
。

答
　
児
童
１
人
に
１
枚
の

カ
ー
ド
を
交
付
。
入
退
室

の
際
、児
童
が
機
器
に
カ
ー

ド
を
か
ざ
す
。
カ
ー
ド
は

持
ち
出
さ
ず
、
児
童
ク
ラ

ブ
に
備
え
つ
け
る
。

問
　
南
部
地
域
の
介
護
保

険
事
業
で
あ
る
同
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
一
日

も
早
い
開
設
が
望
ま
れ
て

い
た
が
、
3
か
月
遅
れ
る

理
由
は
何
か
。

答
　
事
業
者
公
募
の
準
備

期
間
を
短
く
取
り
す
ぎ
て

い
た
点
や
南
部
地
区
に
は

適
当
な
公
の
施
設
が
少
な

く
民
間
の
賃
貸
を
想
定
し

て
い
た
が
、
自
己
所
有
の

建
物
を
望
む
業
者
の
声
も

あ
り
、
さ
ら
に
、
現
在
あ

る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
事
務
引
継
ぎ
な

ど
を
考
え
る
と
1
月
オ
ー

プ
ン
は
難
し
い
の
で
引
き

延
ば
し
た
。

問
　
事
業
者
を
選
定
す
る

た
め
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

応
募
し
た
業
者
数
は
。
ま

た
町
内
外
の
内
訳
は
ど
う

か
。

答
　
3
社
で
す
べ
て
町
内

業
者
で
あ
る
。

入退室操作のイメージ

現在は１か所で行われている地域包括支援センター

令和元年度には大針地区、令和２年度には小貝戸地区で既に実施されています

整備後 整備前

整
備

入退室管理の他、保護者との連絡も可能

問答

問答問答

　9
月
定
例
会
は
、
9
月
7
日
か
ら
22
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
継
続
審
査
と
な
っ
た
令
和
2
年
度
決

算
認
定
を
除
く
12
議
案
、
議
員
提
出
の
2
議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

伊奈町農地集積・集約化
の推進に関する条例

放課後児童クラブ
I C T 機器導入

515万円
問

問答

答

予算額

問答

外出自粛等関連事業者
支援事業

3,115万円
予算額

南部地域包括支援センター
オープンは来年度に

減額1,000万円
事業先送りによる

主に対面で個人向けに商品・
サービスの提供を行う事業者
も対象となり得ます。
ⓐ旅行関連事業者
ⓑその他事業者
ⓒａ、ｂへ商品・サービス提
供を行う事業者
※詳細は元気まちづくり課へ
お問合せください。

※協力金支給対象の
飲食店は対象外飲食店

流通関連事業者

飲食品、器具、
備品等の生産者

食品加工・製造事業者
器具・備品事業者

サービス
事業者

給付対象となり得る事業者（例）
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意見書等・決算特別委員会 審議結果

案
議
出
提
長
町

算
決

認定第１号 令和２年度伊奈町一般会計歳入歳出決算認定について

認定第２号 令和２年度伊奈町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

認定第３号 令和２年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第４号 令和２年度伊奈町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

認定第５号 令和２年度伊奈町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

認定第６号 令和２年度伊奈町水道事業会計決算認定について

認定第７号 令和２年度伊奈町公共下水道事業会計決算認定について

 〈9月定例会〉　議案一覧及び審議結果

以下の議案は決算特別委員会を設けての継続審査となりました（５ページ参照）
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

中
華
人
民
共
和
国
に
対
し
て
、
自
由
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
お
よ
び
法
の
支
配
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
甚

大
な
経
済
的
・
社
会
的
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
地

方
財
政
は
、
来
年
度
に
お

い
て
も
巨
額
の
財
源
不
足

が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
地
方

自
治
体
に
お
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
等
へ
の
対
応
が
迫

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め

に
は
、
地
方
財
源
の
充
実

が
不
可
欠
で
す
。
急
速
な

高
齢
化
に
伴
い
、
社
会
保

障
関
係
経
費
が
増
大
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
他

の
地
方
歳
出
に
不
合
理
な

し
わ
寄
せ
が
な
い
よ
う
望

み
ま
す
。

　こ
の
意
見
書
が
全
員
一

致
で
採
択
さ
れ
、
国
に
提

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

意
　
　見
　
　書

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
お

よ
び
特
別
会
計
の
決
算
を
審
査

す
る
た
め
、
議
長
お
よ
び
監
査

委
員
を
除
く
議
員
14
人
に
よ
る

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

10
月
27
日
に
一
般
会
計
・
28
日

に
特
別
会
計
を
審
査
し
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会

委員長あいさつ

委員長
藤原 義春

副委員長
武藤 倫雄

　
こ
の
度
、
決
算
特
別
委

員
会
の
委
員
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。

　
決
算
は
１
年
間
の
収
入

と
支
出
の
集
計
か
ら
、
取

り
組
ん
だ
事
業
の
成
果
と

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
す
。

　
決
算
審
査
は
、
予
算
が

議
決
し
た
趣
旨
と
目
的
に

従
っ
て
適
正
か
つ
効
率
的

に
執
行
さ
れ
た
か
を
審
査

し
ま
す
。
行
政
効
果
や
経

済
効
果
は
ど
う
か
、
住
民

福
祉
は
増
進
し
た
か
な
ど

を
自
治
体
の
役
割
に
照
ら

し
て
検
証
・
評
価
し
ま
す
。

今
後
の
予
算
編
成
や
行
財

政
運
営
に
生
か
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
委
員
の
多
様
な
見
方
、

考
え
方
が
検
証
を
豊
か
に

し
ま
す
。
各
委
員
は
、
町

民
の
立
場
に
立
っ
て
、
課

題
を
質
問
し
ま
す
。
活
発

な
審
議
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

円
滑
な
委
員
会
運
営
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

主
旨　

　
　新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
で
、
大
規
模
な
恣
意

的
勾
留
、
人
権
弾
圧
が
中

国
当
局
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
国
際
社
会

は
深
く
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

米
国
、
E
U
、
英
国
、
カ

ナ
ダ
は
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
の
人
権
侵
害
を
理
由

に
強
制
措
置
を
発
表
し
ま

し
た
。
中
国
政
府
に
対
し

て
生
命
の
尊
厳
、
自
由
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
等
が

保
証
さ
れ
る
よ
う
、
是
正

等
を
含
め
、
対
話
を
重
ね

働
き
か
け
る
こ
と
を
、
強

く
要
望
し
ま
す
。

　こ
の
意
見
書
が
全
員
一

致
で
採
択
さ
れ
、
国
に
提

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

主
旨

し
ん
き
ょ
う

し
　

 

い

議案番号等 議案名等と主な内容 審議結果

案
議
出
提
長
町

事
人 第44号

議案
伊奈町教育委員会の委員の任命について
・教育委員会の委員の大塚哲章氏の任期が令和３年10月31日で満了となるため、後任に成田弥寿子氏
を任命することについて同意を求める。

全会
一致 同意

算
予
正
補

第45号
議案

令和3年度伊奈町一般会計補正予算（第４号）
・歳入歳出各４億357万６千円を追加し、補正後総額を130億4,895万１千円とするとともに、地方債
の補正。歳入では財政調整基金繰入金の減額に対し、地方交付税および繰越金等の増額。歳出では職員
の人事異動に伴う人件費の補正および公共施設整備基金への積立て、町内事業者や町内保育所等への新
型コロナウイルス感染症対策関連経費などの増額。

全会
一致

原案
可決

第46号
議案

令和３年度伊奈町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
・歳入歳出各6,022万6千円を追加し、補正後総額を各38億3,905万2千円とする。職員の人事異動に
伴う人件費の減額に対し、繰越金の増額に伴う国民健康保険財政調整基金積立金の増額など。

全会
一致

原案
可決

第47号
議案

令和３年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
・歳入歳出各950万円を減額し、補正後総額を各２億6,575万４千円とする。職員の人事異動に伴う人
件費の減額。

全会
一致

原案
可決

第48号
議案

令和３年度伊奈町介護保険特別会計補正予算（第１号）
・歳入歳出各4,847万２千円を追加し、補正後総額を各26億5,228万８千円とするとともに、南部地
域包括支援センター設置事業の債務負担行為を追加する。職員の人事異動に伴う人件費及び南部地域包
括支援センター事業などの減額に対し、繰越金の増額に伴う基金積立金、介護給付費返還金などの増額。

全会
一致

原案
可決

第49号
議案

令和３年度伊奈町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
・歳入歳出各44万円を減額し、補正後総額を各４億8,546万４千円とする。事業確定による納付金の
減額。

全会
一致

原案
可決

第50号
議案

令和３年度伊奈町水道事業会計補正予算（第１号）
・水道事業収益は営業外収益を525万５千円増額して11億3,564万１千円とし、水道事業費用は289
万４千円増額して10億5,249万５千円とする。職員の人事異動に伴う人件費の増額。

全会
一致

原案
可決

第51号
議案

令和３年度伊奈町公共下水道事業会計補正予算（第１号）
・下水道事業費用の営業費用を73万円増額して９億89万３千円とする。人事異動に伴う人件費の増
額。

全会
一致

原案
可決

例
条

第52号
議案

伊奈町税条例の一部を改正する条例
・地方税法等の改正に伴い、扶養控除について扶養親族の範囲の変更及びセルフメディケーション税制
の延長に伴い、医療費控除の適用期限を５年延長し令和９年度までとする。

全会
一致

原案
可決

第53号
議案

伊奈町手数料条例及び伊奈町個人情報保護条例の一部を改正する条例
・行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴い、個人番号
カードの再発行に係る手数料の徴収主体が変更となると伴に、情報提供ネットワークシステムの設置及
び管理主体の変更により情報提供先が変更となる。

全会
一致

原案
可決

第54号
議案

伊奈町農地集積・集約化の推進に関する条例
・農業経営の合理化と農業経営基盤の強化を促進するとともに、農地の有効利用と遊休農地の拡大防止
を図るため、農地の担い手への集積・集約化を推進する。

全会
一致

原案
可決

算
予
正
補

第55号
議案

令和３年度伊奈町一般会計補正予算（第５号）
・歳入歳出各515万１千円を追加し、補正後総額を130億5,410万２千円とする。新型コロナウイルス
感染症対策として、放課後児童クラブにICT機器を導入する。

全会
一致

原案
可決

案
議
出
提
員
議

書
見
意

議第３号
議案

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
・令和4年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、地方税財源の充実を強く国へ要望する。

全会
一致

原案
可決

議第４号
議案

中華人民共和国に対して、自由、基本的人権の尊重および法の支配が保障されるよう働き
かけることを求める意見書
・中国政府に対して生命の尊厳、自由、基本的人権の尊重等が保障されるよう、是正等を含め対話を重
ね働きかけることを国へ強く要望する。

全会
一致

原案
可決

　伊
奈
町
議
会
に
お
け
る

災
害
発
生
時
の
対
応
方
針

等
の
策
定
に
つ
い
て
、
永

末
議
長
が
議
会
運
営
委
員

会
に
諮
問
し
ま
し
た
。

　地
震
等
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
伊
奈
町
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
町

で
は
災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
ま
す
が
、
町
議
会

の
役
割
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
災
害
等
が
発
生

し
た
際
に
、
町
議
会
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

べ
き
か
な
ど
の
対
応
方
針

等
に
つ
い
て
、
意
見
を
求

め
る
も
の
で
す
。

諮
　問

議長（左）が委員長（右）に諮問しました

（注）全会一致のため議員ごとの賛否の表示は省略します。
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意見書等・決算特別委員会 審議結果

案
議
出
提
長
町

算
決

認定第１号 令和２年度伊奈町一般会計歳入歳出決算認定について

認定第２号 令和２年度伊奈町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

認定第３号 令和２年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第４号 令和２年度伊奈町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

認定第５号 令和２年度伊奈町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

認定第６号 令和２年度伊奈町水道事業会計決算認定について

認定第７号 令和２年度伊奈町公共下水道事業会計決算認定について

 〈9月定例会〉　議案一覧及び審議結果

以下の議案は決算特別委員会を設けての継続審査となりました（５ページ参照）
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

中
華
人
民
共
和
国
に
対
し
て
、
自
由
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
お
よ
び
法
の
支
配
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
甚

大
な
経
済
的
・
社
会
的
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
地

方
財
政
は
、
来
年
度
に
お

い
て
も
巨
額
の
財
源
不
足

が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
地
方

自
治
体
に
お
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
等
へ
の
対
応
が
迫

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め

に
は
、
地
方
財
源
の
充
実

が
不
可
欠
で
す
。
急
速
な

高
齢
化
に
伴
い
、
社
会
保

障
関
係
経
費
が
増
大
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
他

の
地
方
歳
出
に
不
合
理
な

し
わ
寄
せ
が
な
い
よ
う
望

み
ま
す
。

　こ
の
意
見
書
が
全
員
一

致
で
採
択
さ
れ
、
国
に
提

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

意
　
　見
　
　書

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
お

よ
び
特
別
会
計
の
決
算
を
審
査

す
る
た
め
、
議
長
お
よ
び
監
査

委
員
を
除
く
議
員
14
人
に
よ
る

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

10
月
27
日
に
一
般
会
計
・
28
日

に
特
別
会
計
を
審
査
し
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会

委員長あいさつ

委員長
藤原 義春

副委員長
武藤 倫雄

　
こ
の
度
、
決
算
特
別
委

員
会
の
委
員
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。

　
決
算
は
１
年
間
の
収
入

と
支
出
の
集
計
か
ら
、
取

り
組
ん
だ
事
業
の
成
果
と

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
す
。

　
決
算
審
査
は
、
予
算
が

議
決
し
た
趣
旨
と
目
的
に

従
っ
て
適
正
か
つ
効
率
的

に
執
行
さ
れ
た
か
を
審
査

し
ま
す
。
行
政
効
果
や
経

済
効
果
は
ど
う
か
、
住
民

福
祉
は
増
進
し
た
か
な
ど

を
自
治
体
の
役
割
に
照
ら

し
て
検
証
・
評
価
し
ま
す
。

今
後
の
予
算
編
成
や
行
財

政
運
営
に
生
か
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
委
員
の
多
様
な
見
方
、

考
え
方
が
検
証
を
豊
か
に

し
ま
す
。
各
委
員
は
、
町

民
の
立
場
に
立
っ
て
、
課

題
を
質
問
し
ま
す
。
活
発

な
審
議
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

円
滑
な
委
員
会
運
営
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

主
旨　

　
　新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
で
、
大
規
模
な
恣
意

的
勾
留
、
人
権
弾
圧
が
中

国
当
局
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
国
際
社
会

は
深
く
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

米
国
、
E
U
、
英
国
、
カ

ナ
ダ
は
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
の
人
権
侵
害
を
理
由

に
強
制
措
置
を
発
表
し
ま

し
た
。
中
国
政
府
に
対
し

て
生
命
の
尊
厳
、
自
由
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
等
が

保
証
さ
れ
る
よ
う
、
是
正

等
を
含
め
、
対
話
を
重
ね

働
き
か
け
る
こ
と
を
、
強

く
要
望
し
ま
す
。

　こ
の
意
見
書
が
全
員
一

致
で
採
択
さ
れ
、
国
に
提

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

主
旨

し
ん
き
ょ
う

し
　

 

い

議案番号等 議案名等と主な内容 審議結果

案
議
出
提
長
町

事
人 第44号

議案
伊奈町教育委員会の委員の任命について
・教育委員会の委員の大塚哲章氏の任期が令和３年10月31日で満了となるため、後任に成田弥寿子氏
を任命することについて同意を求める。

全会
一致 同意

算
予
正
補

第45号
議案

令和3年度伊奈町一般会計補正予算（第４号）
・歳入歳出各４億357万６千円を追加し、補正後総額を130億4,895万１千円とするとともに、地方債
の補正。歳入では財政調整基金繰入金の減額に対し、地方交付税および繰越金等の増額。歳出では職員
の人事異動に伴う人件費の補正および公共施設整備基金への積立て、町内事業者や町内保育所等への新
型コロナウイルス感染症対策関連経費などの増額。

全会
一致

原案
可決

第46号
議案

令和３年度伊奈町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
・歳入歳出各6,022万6千円を追加し、補正後総額を各38億3,905万2千円とする。職員の人事異動に
伴う人件費の減額に対し、繰越金の増額に伴う国民健康保険財政調整基金積立金の増額など。

全会
一致

原案
可決

第47号
議案

令和３年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
・歳入歳出各950万円を減額し、補正後総額を各２億6,575万４千円とする。職員の人事異動に伴う人
件費の減額。

全会
一致

原案
可決

第48号
議案

令和３年度伊奈町介護保険特別会計補正予算（第１号）
・歳入歳出各4,847万２千円を追加し、補正後総額を各26億5,228万８千円とするとともに、南部地
域包括支援センター設置事業の債務負担行為を追加する。職員の人事異動に伴う人件費及び南部地域包
括支援センター事業などの減額に対し、繰越金の増額に伴う基金積立金、介護給付費返還金などの増額。

全会
一致

原案
可決

第49号
議案

令和３年度伊奈町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
・歳入歳出各44万円を減額し、補正後総額を各４億8,546万４千円とする。事業確定による納付金の
減額。

全会
一致

原案
可決

第50号
議案

令和３年度伊奈町水道事業会計補正予算（第１号）
・水道事業収益は営業外収益を525万５千円増額して11億3,564万１千円とし、水道事業費用は289
万４千円増額して10億5,249万５千円とする。職員の人事異動に伴う人件費の増額。

全会
一致

原案
可決

第51号
議案

令和３年度伊奈町公共下水道事業会計補正予算（第１号）
・下水道事業費用の営業費用を73万円増額して９億89万３千円とする。人事異動に伴う人件費の増
額。

全会
一致

原案
可決

例
条

第52号
議案

伊奈町税条例の一部を改正する条例
・地方税法等の改正に伴い、扶養控除について扶養親族の範囲の変更及びセルフメディケーション税制
の延長に伴い、医療費控除の適用期限を５年延長し令和９年度までとする。

全会
一致

原案
可決

第53号
議案

伊奈町手数料条例及び伊奈町個人情報保護条例の一部を改正する条例
・行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴い、個人番号
カードの再発行に係る手数料の徴収主体が変更となると伴に、情報提供ネットワークシステムの設置及
び管理主体の変更により情報提供先が変更となる。

全会
一致

原案
可決

第54号
議案

伊奈町農地集積・集約化の推進に関する条例
・農業経営の合理化と農業経営基盤の強化を促進するとともに、農地の有効利用と遊休農地の拡大防止
を図るため、農地の担い手への集積・集約化を推進する。

全会
一致

原案
可決

算
予
正
補

第55号
議案

令和３年度伊奈町一般会計補正予算（第５号）
・歳入歳出各515万１千円を追加し、補正後総額を130億5,410万２千円とする。新型コロナウイルス
感染症対策として、放課後児童クラブにICT機器を導入する。

全会
一致

原案
可決

案
議
出
提
員
議

書
見
意

議第３号
議案

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
・令和4年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、地方税財源の充実を強く国へ要望する。

全会
一致

原案
可決

議第４号
議案

中華人民共和国に対して、自由、基本的人権の尊重および法の支配が保障されるよう働き
かけることを求める意見書
・中国政府に対して生命の尊厳、自由、基本的人権の尊重等が保障されるよう、是正等を含め対話を重
ね働きかけることを国へ強く要望する。

全会
一致

原案
可決

　伊
奈
町
議
会
に
お
け
る

災
害
発
生
時
の
対
応
方
針

等
の
策
定
に
つ
い
て
、
永

末
議
長
が
議
会
運
営
委
員

会
に
諮
問
し
ま
し
た
。

　地
震
等
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
伊
奈
町
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
町

で
は
災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
ま
す
が
、
町
議
会

の
役
割
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
災
害
等
が
発
生

し
た
際
に
、
町
議
会
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

べ
き
か
な
ど
の
対
応
方
針

等
に
つ
い
て
、
意
見
を
求

め
る
も
の
で
す
。

諮
　問

議長（左）が委員長（右）に諮問しました

（注）全会一致のため議員ごとの賛否の表示は省略します。



感
染
症
対
策
職
員
等
感

　染
拡
大
防
止
事
業

問
　
増
額
補
正
の
内
訳
は
。

答
　
委
託
料
と
し
て
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
50
回
分
。
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
３
０
０
回
分
と

検
温
器
２
台
分
の
購
入
で

総
合
計
３
０
８
万
１
千
円
。

問
　
検
査
の
対
象
者
と
実

施
方
法
は
。

答
　
会
計
年
度
任
用
職
員

を
含
む
職
員
が
対
象
。
業

務
を
通
じ
て
接
し
た
方
が

後
日
陽
性
と
分
か
っ
た
場

合
に
、
担
当
職
員
に
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
を
使
用
し
、

そ
の
結
果
が
陽
性
な
ら
ば

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
。

●
交
通
安
全
施
設
維
持
管

　理
事
業

問
　
信
号
機
２
基
新
設
の

設
置
場
所
は
。

答
　
１
か
所
は
西
小
針
六

丁
目
の
恒
電
社
前
交
差
点

で
一
般
的
な
信
号
機
。
も

う
１
か
所
は
県
民
活
動
総

合
セ
ン
タ
ー
か
ら
内
宿
駅

に
行
く
通
り
の
旧
大
栄
自

動
車
前
交
差
点
で
押
し
ボ

ル
で
行
う
予
定
で
あ
る
。

問
　
財
源
の
新
た
な
地
方

債
発
行
３
７
０
万
円
の
内

容
は
。

答
　
充
当
率
（
事
業
予
算

に
充
て
ら
れ
る
率
）
１
０

０
％
、
元
利
償
還
金
に
対

す
る
交
付
税
措
置
率
（
後

に
国
が
交
付
金
で
措
置
し

て
く
れ
る
率
）
70
％
の
有

利
な
起
債
で
あ
る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

●
緊
急
浚
渫
推
進
事
業

問
　
事
業
の
内
容
は
。

答
　
伊
奈
学
園
総
合
高
校

の
北
西
側
に
あ
る
第
１
調

整
池
で
長
年
に
わ
た
り
堆

積
し
た
土
砂
の
搬
出
を
行

う
。
今
年
度
に
現
況
調
査
、

来
年
度
に
搬
出
工
事
の
設

計
を
し
、
再
来
年
度
に
搬

出
工
事
を
行
う
。
ま
た
、

北
部
工
業
団
地
に
あ
る
第

２
調
整
池
も
来
年
度
か
ら

１
年
遅
れ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

タ
ン
式
の
信
号
機
が
つ
く
。

問
　
信
号
機
設
置
は
県
の

費
用
負
担
で
は
な
い
の
か
。

答
　
信
号
機
や
横
断
歩
道

の
設
置
に
つ
い
て
は
県
が

行
う
が
、
外
側
線
や
区
画

線
の
引
き
直
し
、
歩
車
道

境
界
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
町
が
負
担
す

る
。
予
算
は
４
０
６
万
円
。

●
公
共
施
設
整
備
基
金

問
　
３
億
円
の
増
額
だ
が

予
定
す
る
使
途
は
。

答
　
公
共
施
設
整
備
に
要

す
る
経
費
に
充
て
る
。
こ

れ
か
ら
大
き
な
事
業
と
し

て
役
場
庁
舎
建
設
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模

修
繕
、
上
尾
・
伊
奈
広
域

ご
み
処
理
施
設
が
あ
る
。

●
伊
奈
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問
　
改
正
の
理
由
は
。

答
　
令
和
６
年
度
か
ら
個

人
住
民
税
の
非
課
税
算
定

で
扶
養
親
族
の
取
扱
い
が

変
更
さ
れ
る
税
制
改
正
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

問

問答

答

問答問答問答

問答問答問答

●
町
保
育
所
施
設
備
品
費

問
　
備
品
の
内
容
は
。

答
　
空
気
清
浄
機
、
ス
ポ

ッ
ト
エ
ア
コ
ン
、
乳
母
車
、

テ
ー
ブ
ル
、
サ
ー
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
等
計
１
１
６
万
円

を
購
入
予
定
。

●
保
育
所
の
コ
ロ
ナ
対
策

問
　
対
策
の
内
容
は
。

答
　
保
護
者
に
は
、
利
用

自
粛
、
保
育
室
に
入
室
し

な
い
、
送
迎
は
１
名
、
家

族
に
体
調
不
良
者
が
い
た

場
合
の
登
園
自
粛
等
を
依

頼
。
施
設
に
は
、
定
時
消

毒
・
換
気
徹
底
、
4
、
５

歳
児
の
マ
ス
ク
着
用
、
感

染
情
報
の
報
告
等
を
指
導
。

園
児
の
体
温
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
で
確
認
し
て
い
る
。

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進

問
　
費
用
弁
償
の
内
容
は
。

答
　
接
種
券
等
の
発
送
、

ワ
ク
チ
ン
管
理
、
報
告
シ

ス
テ
ム
入
力
等
で
あ
る
。

問
　
人
件
費
増
の
内
容
は
。

答
　
業
務
増
で
５
名
の
職

員
を
増
員
し
て
い
る
。

●
保
育
所
等
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
事
業

問
　
事
業
の
内
容
は
。

答
　
保
育
環
境
改
善
事
業

と
し
て
、
感
染
症
対
策
の

徹
底
に
必
要
な
経
費
の
補

助
。
次
に
効
率
化
推
進
事

業
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
外
国
語
翻

訳
機
器
や
認
可
外
保
育
施

設
の
保
育
士
の
負
担
軽
減

の
た
め
機
器
導
入
の
補
助
。

予
算
合
計
７
８
８
万
円
。

●
私
立
保
育
園
運
営
事
業

問
　
事
業
の
内
容
は
。

答
　
延
長
保
育
、
一
時
預

か
り
、
病
後
児
保
育
な
ど

特
別
保
育
事
業
を
実
施
す

る
保
育
施
設
に
補
助
を
行

う
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推

進
事
業
と
し
て
シ
ス
テ
ム

導
入
の
経
費
を
補
助
す
る
。

各
保
育
園
で
補
助
対
象
メ

ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
必
要
な

も
の
を
選
び
申
請
す
る
。

予
算
合
計
５
８
０
万
円
。

問
　
医
療
費
の
負
担
は
。

答
　
コ
ロ
ナ
陽
性
と
な
り

入
院
や
ホ
テ
ル
療
養
の
措

置
を
受
け
る
場
合
、
全
て

公
費
負
担
と
な
る
。

●
小
中
学
校
の
宿
泊
行
事

問
　
修
学
旅
行
、
林
間
学

校
の
状
況
は
。

答
　
修
学
旅
行
は
小
学
校

実
施
済
、
小
針
中
学
校
は

中
止
で
他
校
は
11
月
予
定
。

林
間
学
校
は
小
学
校
実
施

済
、
中
学
校
は
検
討
中
。

問
　
中
止
時
の
キ
ャ
ン
セ

ル
料
補
助
は
。

答
　
状
況
を
見
て
判
断
。

●
国
民
健
康
保
険

問
　
繰
越
金
の
内
容
は
。

答
　
事
業
費
が
下
回
っ
た
。

問
　
基
金
残
高
は
。

答
　
令
和
３
年
度
末
、
２

億
３
１
８
５
万
円
の
見
込
。

●
手
数
料
条
例
の
改
正

問
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
再

交
付
手
数
料
の
変
更
は
。

答
　
住
民
負
担
は
千
円
で

変
わ
ら
な
い
。

問答

問答

問答問答問答問答

答答 問 問答 問 問答問答問答

コロナ対策・環境改善支援で安心と利便性が向上設置以来30年以上にわたり土砂が堆積している第１調整池
たい

し
ゅ
ん
せ
つルビあり→

ルビあり→
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7

委員会での質疑と答弁の一部を要約しました。常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

総
務
総
務

建
設
産
業

建
設
産
業 一般会計の歳入全般、行政施策の総合企画調整、行財政運営、情報公開、

職員、交通安全、防犯、防災、町税の賦課徴収、住民相談、消防、救急、
農業、商工業、区画整理、道路河川、公共下水道、水道事業、建築関係項

事
管
所 一般会計の歳入全般、行政施策の総合企画調整、行財政運営、情報公開、

職員、交通安全、防犯、防災、町税の賦課徴収、住民相談、消防、救急、
農業、商工業、区画整理、道路河川、公共下水道、水道事業、建築関係項

事
管
所

町長提出議案６件が審議されました。（9月13日開催）

第１調整池の土砂を搬出第１調整池の土砂を搬出 文
教
民
生

文
教
民
生 一般会計の歳入全般、行政施策の総合企画調整、行財政運営、情報公開、

職員、交通安全、防犯、防災、町税の賦課徴収、住民相談、消防、救急、
農業、商工業、区画整理、道路河川、公共下水道、水道事業、建築関係項

事
管
所 町民の諸証明、国民健康保険、介護保険、医療、予防接種、各種検診、

社会福祉、児童福祉、母子福祉、保育、子育て支援、人権、環境衛生、
学校教育、社会教育、生涯学習、学校給食関係項

事
管
所

町長提出議案５件が審議されました。（9月10日開催）

保育園、保育所にコロナ
対応・ICT化等支援
保育園、保育所にコロナ
対応・ICT化等支援



感
染
症
対
策
職
員
等
感

　染
拡
大
防
止
事
業

問
　
増
額
補
正
の
内
訳
は
。

答
　
委
託
料
と
し
て
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
50
回
分
。
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
３
０
０
回
分
と

検
温
器
２
台
分
の
購
入
で

総
合
計
３
０
８
万
１
千
円
。

問
　
検
査
の
対
象
者
と
実

施
方
法
は
。

答
　
会
計
年
度
任
用
職
員

を
含
む
職
員
が
対
象
。
業

務
を
通
じ
て
接
し
た
方
が

後
日
陽
性
と
分
か
っ
た
場

合
に
、
担
当
職
員
に
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
を
使
用
し
、

そ
の
結
果
が
陽
性
な
ら
ば

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
。

●
交
通
安
全
施
設
維
持
管

　理
事
業

問
　
信
号
機
２
基
新
設
の

設
置
場
所
は
。

答
　
１
か
所
は
西
小
針
六

丁
目
の
恒
電
社
前
交
差
点

で
一
般
的
な
信
号
機
。
も

う
１
か
所
は
県
民
活
動
総

合
セ
ン
タ
ー
か
ら
内
宿
駅

に
行
く
通
り
の
旧
大
栄
自

動
車
前
交
差
点
で
押
し
ボ

ル
で
行
う
予
定
で
あ
る
。

問
　
財
源
の
新
た
な
地
方

債
発
行
３
７
０
万
円
の
内

容
は
。

答
　
充
当
率
（
事
業
予
算

に
充
て
ら
れ
る
率
）
１
０

０
％
、
元
利
償
還
金
に
対

す
る
交
付
税
措
置
率
（
後

に
国
が
交
付
金
で
措
置
し

て
く
れ
る
率
）
70
％
の
有

利
な
起
債
で
あ
る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

●
緊
急
浚
渫
推
進
事
業

問
　
事
業
の
内
容
は
。

答
　
伊
奈
学
園
総
合
高
校

の
北
西
側
に
あ
る
第
１
調

整
池
で
長
年
に
わ
た
り
堆

積
し
た
土
砂
の
搬
出
を
行

う
。
今
年
度
に
現
況
調
査
、

来
年
度
に
搬
出
工
事
の
設

計
を
し
、
再
来
年
度
に
搬

出
工
事
を
行
う
。
ま
た
、

北
部
工
業
団
地
に
あ
る
第

２
調
整
池
も
来
年
度
か
ら

１
年
遅
れ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

タ
ン
式
の
信
号
機
が
つ
く
。

問
　
信
号
機
設
置
は
県
の

費
用
負
担
で
は
な
い
の
か
。

答
　
信
号
機
や
横
断
歩
道

の
設
置
に
つ
い
て
は
県
が

行
う
が
、
外
側
線
や
区
画

線
の
引
き
直
し
、
歩
車
道

境
界
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
町
が
負
担
す

る
。
予
算
は
４
０
６
万
円
。

●
公
共
施
設
整
備
基
金

問
　
３
億
円
の
増
額
だ
が

予
定
す
る
使
途
は
。

答
　
公
共
施
設
整
備
に
要

す
る
経
費
に
充
て
る
。
こ

れ
か
ら
大
き
な
事
業
と
し

て
役
場
庁
舎
建
設
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模

修
繕
、
上
尾
・
伊
奈
広
域

ご
み
処
理
施
設
が
あ
る
。

●
伊
奈
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問
　
改
正
の
理
由
は
。

答
　
令
和
６
年
度
か
ら
個

人
住
民
税
の
非
課
税
算
定

で
扶
養
親
族
の
取
扱
い
が

変
更
さ
れ
る
税
制
改
正
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

問

問答

答

問答問答問答

問答問答問答

●
町
保
育
所
施
設
備
品
費

問
　
備
品
の
内
容
は
。

答
　
空
気
清
浄
機
、
ス
ポ

ッ
ト
エ
ア
コ
ン
、
乳
母
車
、

テ
ー
ブ
ル
、
サ
ー
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
等
計
１
１
６
万
円

を
購
入
予
定
。

●
保
育
所
の
コ
ロ
ナ
対
策

問
　
対
策
の
内
容
は
。

答
　
保
護
者
に
は
、
利
用

自
粛
、
保
育
室
に
入
室
し

な
い
、
送
迎
は
１
名
、
家

族
に
体
調
不
良
者
が
い
た

場
合
の
登
園
自
粛
等
を
依

頼
。
施
設
に
は
、
定
時
消

毒
・
換
気
徹
底
、
4
、
５

歳
児
の
マ
ス
ク
着
用
、
感

染
情
報
の
報
告
等
を
指
導
。

園
児
の
体
温
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
で
確
認
し
て
い
る
。

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進

問
　
費
用
弁
償
の
内
容
は
。

答
　
接
種
券
等
の
発
送
、

ワ
ク
チ
ン
管
理
、
報
告
シ

ス
テ
ム
入
力
等
で
あ
る
。

問
　
人
件
費
増
の
内
容
は
。

答
　
業
務
増
で
５
名
の
職

員
を
増
員
し
て
い
る
。

●
保
育
所
等
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
事
業

問
　
事
業
の
内
容
は
。

答
　
保
育
環
境
改
善
事
業

と
し
て
、
感
染
症
対
策
の

徹
底
に
必
要
な
経
費
の
補

助
。
次
に
効
率
化
推
進
事

業
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
外
国
語
翻

訳
機
器
や
認
可
外
保
育
施

設
の
保
育
士
の
負
担
軽
減

の
た
め
機
器
導
入
の
補
助
。

予
算
合
計
７
８
８
万
円
。

●
私
立
保
育
園
運
営
事
業

問
　
事
業
の
内
容
は
。

答
　
延
長
保
育
、
一
時
預

か
り
、
病
後
児
保
育
な
ど

特
別
保
育
事
業
を
実
施
す

る
保
育
施
設
に
補
助
を
行

う
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推

進
事
業
と
し
て
シ
ス
テ
ム

導
入
の
経
費
を
補
助
す
る
。

各
保
育
園
で
補
助
対
象
メ

ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
必
要
な

も
の
を
選
び
申
請
す
る
。

予
算
合
計
５
８
０
万
円
。

問
　
医
療
費
の
負
担
は
。

答
　
コ
ロ
ナ
陽
性
と
な
り

入
院
や
ホ
テ
ル
療
養
の
措

置
を
受
け
る
場
合
、
全
て

公
費
負
担
と
な
る
。

●
小
中
学
校
の
宿
泊
行
事

問
　
修
学
旅
行
、
林
間
学

校
の
状
況
は
。

答
　
修
学
旅
行
は
小
学
校

実
施
済
、
小
針
中
学
校
は

中
止
で
他
校
は
11
月
予
定
。

林
間
学
校
は
小
学
校
実
施

済
、
中
学
校
は
検
討
中
。

問
　
中
止
時
の
キ
ャ
ン
セ

ル
料
補
助
は
。

答
　
状
況
を
見
て
判
断
。

●
国
民
健
康
保
険

問
　
繰
越
金
の
内
容
は
。

答
　
事
業
費
が
下
回
っ
た
。

問
　
基
金
残
高
は
。

答
　
令
和
３
年
度
末
、
２

億
３
１
８
５
万
円
の
見
込
。

●
手
数
料
条
例
の
改
正

問
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
再

交
付
手
数
料
の
変
更
は
。

答
　
住
民
負
担
は
千
円
で

変
わ
ら
な
い
。

問答

問答

問答問答問答問答

答答 問 問答 問 問答問答問答

コロナ対策・環境改善支援で安心と利便性が向上設置以来30年以上にわたり土砂が堆積している第１調整池
たい

し
ゅ
ん
せ
つルビあり→

ルビあり→
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総
務
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事
管
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農業、商工業、区画整理、道路河川、公共下水道、水道事業、建築関係項

事
管
所

町長提出議案６件が審議されました。（9月13日開催）

第１調整池の土砂を搬出第１調整池の土砂を搬出 文
教
民
生

文
教
民
生 一般会計の歳入全般、行政施策の総合企画調整、行財政運営、情報公開、

職員、交通安全、防犯、防災、町税の賦課徴収、住民相談、消防、救急、
農業、商工業、区画整理、道路河川、公共下水道、水道事業、建築関係項

事
管
所 町民の諸証明、国民健康保険、介護保険、医療、予防接種、各種検診、

社会福祉、児童福祉、母子福祉、保育、子育て支援、人権、環境衛生、
学校教育、社会教育、生涯学習、学校給食関係項

事
管
所

町長提出議案５件が審議されました。（9月10日開催）

保育園、保育所にコロナ
対応・ICT化等支援
保育園、保育所にコロナ
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一般質問

9 上 野  尚 德 ●  上尾市・伊奈町消防広域化の動向は
●  子どもたちにとっての生きた学びの場は整ってきているのか

11 佐 藤  弘 一 ●  コロナワクチン接種について
●  交通安全対策について

12 山 野  智 彦 ●  町災害対策の拡充・強化　
●  新型コロナ対応の偏向問題と対応改善

14 村 山  正 弘 ●  新型コロナウイルス感染禍後の町の行事　
●  新型コロナウイルス感染禍後の教育委員会の行事

10 大 野  興 一
●  学校の統廃合について
●  南保育所の今後について
●  伊奈町に県の保健所誘致を

11 栗 原  惠 子
●  伊奈病院の移転について
●  新型コロナワクチン接種について
●  凍結防止のカーブミラーの採用を

10 藤 原  義 春
●  南部大公園の駐車場について
●  水害について、町の危機管理体制は
●  町民に寄り添う福祉の推進を
●  生徒に寄り添う教育の推進を

9 五 味  雅 美
●  学校の校則に人権尊重と自主性を育む観点を
●  通学路の安全対策を
●  ワクチン接種の推進を
●  学校行事への対策を

12 青 木  久 男
●  新型コロナウイルスについて、特に感染力の強いデルタ株の拡大による感染
   状況並びに対応策を伺う
●  新型コロナワクチン接種について
●  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金のうち商工業活性化事業について

13 大 沢    淳
●  手話講習会の上尾市との広域開催
●  ごみの分別と集積所の管理
●  学校教育におけるＩＣＴ機器活用の可能性と課題
●  中学校にジェンダーレス制服の導入を

13 戸 張  光 枝

●  日常生活用具補助事業に関して
●  ＳＭＳ（ショートメッセージサービス）による町税納付忘れ防止を
●  コロナ禍の町独自の学生支援と奨学金の肩代わりで若者の定住促進を
●  飲酒運転根絶に向けた施策を
●  新たな子育て支援、長期休業中の児童クラブに昼食の提供を

一般質問

そこがそこがそこがそこが
聞きたい聞きたい聞きたい聞きたい

議員が町政全般または特定の事項について、町の見解を問い質します。
９月定例会では、11人の議員が質問しました。下記は本会議での質問
事項を掲載しています。９ページから14ページには、主な質疑応答を、
質問した議員が要約して掲載します。
なお、会議中の発言と答弁の詳細は、伊奈町議会ホームページおよび
図書館にある会議録でご覧になれます。

11人 が 登 壇11人 が 登 壇

ページ 質問議員 質問事項

答
　
な
ぜ
今
、「
分
署
」に

変
更
と
な
っ
た
の
か
。

答
　
当
初
、
役
割
等
は
未

決
定
だ
っ
た
。
分
署
と
し

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
、
費
用
対
効
果
向
上
、

現
着
時
間
の
短
縮
、
人
員

体
制
の
確
保
で
消
防
力
の

向
上
に
な
る
と
判
断
し
た
。

問
　
分
署
と
な
る
が
な
ぜ

消
防
力
が
向
上
す
る
の
か
。

答
　
分
署
と
消
防
署
は
役

割
の
違
い
。
特
性
を
活
か

し
効
果
的
に
対
応
す
る
。

体
制
強
化
で
直
近
の
車
両

７
台
が
出
動
（
現
在
４
台
）。

そ
の
後
４
台
、
更
に
５
台

の
追
加
出
動
態
勢
と
な
る
。

ま
た
職
員
は
兼
任
で
な
く
、

担
当
業
務
に
専
念
で
き
る
。

災
害
対
応
も
上
尾
市
消
防

に
依
頼
す
る
こ
と
と
な
る

問
　
災
害
時
、消
防
の
長
は

上
尾
市
の
本
部
に
入
る
。

町
災
害
対
策
本
部
に
消
防

本
部
、
分
署
を
直
接
動
か

せ
る
人
を
入
れ
ら
れ
る
か
。

答
　
そ
の
方
向
で
協
議
を

行
う
。

町
の
教
育
は
何
を
目
指
し
、

ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か

問
　
子
供
は
、
ど
の
よ
う

な
力
を
つ
け
て
い
く
の
か
。

答
　
時
代
の
変
化
に
対
応

し
、
課
題
に
立
ち
向
か
い

切
り
開
い
て
い
く
力
。
持

続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
。

問
　
成
果
は
い
つ
出
る
か
。

答
　
様
々
な
課
題
が
拡
大
。

10
年
で
は
難
し
い
。
追
求

し
て
い
く
こ
と
と
考
え
る
。

問
　
成
績
の
向
上
は
。

答
　
成
績
を
伸
ば
し
た
子

の
割
合
か
ら
、
着
実
に
学

力
を
高
め
て
い
る
と
判
断
。

「
伊
奈
消
防
署
」↓「
分
署
」に
変
更

町
の
消
防
力
は
下
が
ら
な
い
の
か

「
伊
奈
消
防
署
」↓「
分
署
」に
変
更

町
の
消
防
力
は
下
が
ら
な
い
の
か

危険な通学路に緊急な対策とともに、弱者の
安全第一の交通政策が求められます

問
　
校
則
の
内
容
や
指
導

の
仕
方
が
人
権
侵
害
に
あ

た
り
、
多
様
性
の
尊
重
に

逆
行
す
る
な
ど
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
規
則
で

縛
る
こ
と
が
自
ら
考
え
決

め
る
力
を
奪
う
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
。
文
部
科
学

省
は
、
校
則
を
積
極
的
に

見
直
す
こ
と
、
そ
の
際
に

生
徒
・
保
護
者
が
参
加
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
通

知
し
て
い
る
。
都
内
の
公

立
中
学
で
、
5
年
か
け
て

廃
止
に
取
組
ん
だ
例
も
あ

る
。
町
の
取
組
み
は
。

答
　
学
級
会
で
の
議
論
、

生
徒
総
会
へ
の
提
案
、
全

生
徒
参
加
の
投
票
を
も
と

に
教
員
と
協
議
し
て
い
る
。

6
月
に
学
校
に
見
直
し
を

通
知
し
た
。
社
会
で
主
権

者
と
し
て
責
任
や
自
覚
を

も
ち
自
立
し
て
生
き
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
の
が
学
校

教
育
で
大
切
な
こ
と
。

通
学
路
の
安
全
対
策
を

問
　
総
点
検
を
実
施
し
て

い
る
が
、
そ
の
結
果
は
。

答
　
緊
急
見
直
し
で
、
措

置
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

危
険
個
所
が
全
体
で
百
十

一
。
県
、
警
察
な
ど
と
連

携
し
て
対
策
を
進
め
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
を

問
　
今
後
の
見
通
し
は
。

答
　
10
月
半
ば
に
は
、
対

象
者
の
８
割
ま
で
い
け
る
。

学
校
行
事
の
保
障
を

問
　
感
染
症
収
束
に
は
時

間
が
か
か
る
。
ワ
ク
チ
ン

頼
み
で
な
く
検
査
の
充
実

で
学
校
行
事
の
保
障
を
。

答
　
検
査
は
費
用
が
多
大
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る
。

生
徒
の
参
加
で
校
則
の
見
直
し
を

生
徒
の
参
加
で
校
則
の
見
直
し
を

ただ

答

問

答 問

答 問答 問答 問答 問

答 問

答 問

答答 問 問

未来を託す子どもたちへの先行投資、健全育成は
私たちの重要な勤め（教育長の答弁より）

五
味 

雅
美  

議
員

ま
さ 

み

 

ご  

み

上
野 

尚
德  

議
員

う
え 

の

な
お
の
り
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一般質問

9 上 野  尚 德 ●  上尾市・伊奈町消防広域化の動向は
●  子どもたちにとっての生きた学びの場は整ってきているのか

11 佐 藤  弘 一 ●  コロナワクチン接種について
●  交通安全対策について

12 山 野  智 彦 ●  町災害対策の拡充・強化　
●  新型コロナ対応の偏向問題と対応改善

14 村 山  正 弘 ●  新型コロナウイルス感染禍後の町の行事　
●  新型コロナウイルス感染禍後の教育委員会の行事

10 大 野  興 一
●  学校の統廃合について
●  南保育所の今後について
●  伊奈町に県の保健所誘致を

11 栗 原  惠 子
●  伊奈病院の移転について
●  新型コロナワクチン接種について
●  凍結防止のカーブミラーの採用を

10 藤 原  義 春
●  南部大公園の駐車場について
●  水害について、町の危機管理体制は
●  町民に寄り添う福祉の推進を
●  生徒に寄り添う教育の推進を

9 五 味  雅 美
●  学校の校則に人権尊重と自主性を育む観点を
●  通学路の安全対策を
●  ワクチン接種の推進を
●  学校行事への対策を

12 青 木  久 男
●  新型コロナウイルスについて、特に感染力の強いデルタ株の拡大による感染
   状況並びに対応策を伺う
●  新型コロナワクチン接種について
●  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金のうち商工業活性化事業について

13 大 沢    淳
●  手話講習会の上尾市との広域開催
●  ごみの分別と集積所の管理
●  学校教育におけるＩＣＴ機器活用の可能性と課題
●  中学校にジェンダーレス制服の導入を

13 戸 張  光 枝

●  日常生活用具補助事業に関して
●  ＳＭＳ（ショートメッセージサービス）による町税納付忘れ防止を
●  コロナ禍の町独自の学生支援と奨学金の肩代わりで若者の定住促進を
●  飲酒運転根絶に向けた施策を
●  新たな子育て支援、長期休業中の児童クラブに昼食の提供を

一般質問

そこがそこがそこがそこが
聞きたい聞きたい聞きたい聞きたい

議員が町政全般または特定の事項について、町の見解を問い質します。
９月定例会では、11人の議員が質問しました。下記は本会議での質問
事項を掲載しています。９ページから14ページには、主な質疑応答を、
質問した議員が要約して掲載します。
なお、会議中の発言と答弁の詳細は、伊奈町議会ホームページおよび
図書館にある会議録でご覧になれます。

11人 が 登 壇11人 が 登 壇

ページ 質問議員 質問事項

答
　
な
ぜ
今
、「
分
署
」に

変
更
と
な
っ
た
の
か
。

答
　
当
初
、
役
割
等
は
未

決
定
だ
っ
た
。
分
署
と
し

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
、
費
用
対
効
果
向
上
、

現
着
時
間
の
短
縮
、
人
員

体
制
の
確
保
で
消
防
力
の

向
上
に
な
る
と
判
断
し
た
。

問
　
分
署
と
な
る
が
な
ぜ

消
防
力
が
向
上
す
る
の
か
。

答
　
分
署
と
消
防
署
は
役

割
の
違
い
。
特
性
を
活
か

し
効
果
的
に
対
応
す
る
。

体
制
強
化
で
直
近
の
車
両

７
台
が
出
動
（
現
在
４
台
）。

そ
の
後
４
台
、
更
に
５
台

の
追
加
出
動
態
勢
と
な
る
。

ま
た
職
員
は
兼
任
で
な
く
、

担
当
業
務
に
専
念
で
き
る
。

災
害
対
応
も
上
尾
市
消
防

に
依
頼
す
る
こ
と
と
な
る

問
　
災
害
時
、消
防
の
長
は

上
尾
市
の
本
部
に
入
る
。

町
災
害
対
策
本
部
に
消
防

本
部
、
分
署
を
直
接
動
か

せ
る
人
を
入
れ
ら
れ
る
か
。

答
　
そ
の
方
向
で
協
議
を

行
う
。

町
の
教
育
は
何
を
目
指
し
、

ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か

問
　
子
供
は
、
ど
の
よ
う

な
力
を
つ
け
て
い
く
の
か
。

答
　
時
代
の
変
化
に
対
応

し
、
課
題
に
立
ち
向
か
い

切
り
開
い
て
い
く
力
。
持

続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
。

問
　
成
果
は
い
つ
出
る
か
。

答
　
様
々
な
課
題
が
拡
大
。

10
年
で
は
難
し
い
。
追
求

し
て
い
く
こ
と
と
考
え
る
。

問
　
成
績
の
向
上
は
。

答
　
成
績
を
伸
ば
し
た
子

の
割
合
か
ら
、
着
実
に
学

力
を
高
め
て
い
る
と
判
断
。

「
伊
奈
消
防
署
」↓「
分
署
」に
変
更

町
の
消
防
力
は
下
が
ら
な
い
の
か

「
伊
奈
消
防
署
」↓「
分
署
」に
変
更

町
の
消
防
力
は
下
が
ら
な
い
の
か

危険な通学路に緊急な対策とともに、弱者の
安全第一の交通政策が求められます

問
　
校
則
の
内
容
や
指
導

の
仕
方
が
人
権
侵
害
に
あ

た
り
、
多
様
性
の
尊
重
に

逆
行
す
る
な
ど
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
規
則
で

縛
る
こ
と
が
自
ら
考
え
決

め
る
力
を
奪
う
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
。
文
部
科
学

省
は
、
校
則
を
積
極
的
に

見
直
す
こ
と
、
そ
の
際
に

生
徒
・
保
護
者
が
参
加
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
通

知
し
て
い
る
。
都
内
の
公

立
中
学
で
、
5
年
か
け
て

廃
止
に
取
組
ん
だ
例
も
あ

る
。
町
の
取
組
み
は
。

答
　
学
級
会
で
の
議
論
、

生
徒
総
会
へ
の
提
案
、
全

生
徒
参
加
の
投
票
を
も
と

に
教
員
と
協
議
し
て
い
る
。

6
月
に
学
校
に
見
直
し
を

通
知
し
た
。
社
会
で
主
権

者
と
し
て
責
任
や
自
覚
を

も
ち
自
立
し
て
生
き
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
の
が
学
校

教
育
で
大
切
な
こ
と
。

通
学
路
の
安
全
対
策
を

問
　
総
点
検
を
実
施
し
て

い
る
が
、
そ
の
結
果
は
。

答
　
緊
急
見
直
し
で
、
措

置
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

危
険
個
所
が
全
体
で
百
十

一
。
県
、
警
察
な
ど
と
連

携
し
て
対
策
を
進
め
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
を

問
　
今
後
の
見
通
し
は
。

答
　
10
月
半
ば
に
は
、
対

象
者
の
８
割
ま
で
い
け
る
。

学
校
行
事
の
保
障
を

問
　
感
染
症
収
束
に
は
時

間
が
か
か
る
。
ワ
ク
チ
ン

頼
み
で
な
く
検
査
の
充
実

で
学
校
行
事
の
保
障
を
。

答
　
検
査
は
費
用
が
多
大
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る
。

生
徒
の
参
加
で
校
則
の
見
直
し
を

生
徒
の
参
加
で
校
則
の
見
直
し
を

ただ

答

問

答 問

答 問答 問答 問答 問

答 問

答 問

答答 問 問

未来を託す子どもたちへの先行投資、健全育成は
私たちの重要な勤め（教育長の答弁より）

五
味 

雅
美  

議
員

ま
さ 

み

 

ご  

み

上
野 

尚
德  

議
員

う
え 

の

な
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の
り



一般質問
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一般質問

問
　
現
在
の
接
種
状
況
は
。

答
　
９
月
12
日
時
点
で
２

回
目
が
接
種
済
み
の
方
は
、

全
体
で
59
・
８
％
と
な
っ

て
い
る
。
10
代
が
53
・
９

％
、
20
代
が
37
・
４
％
、

30
代
が
48
・
７
％
、
40
代

が
63
・
４
％
、50
代
が
72
・

４
％
、
65
歳
以
上
の
方
が

89
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
３
回
目
４
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
考
え
は
。

答
　
３
回
目
の
接
種
、
い

わ
ゆ
る
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種

に
つ
い
て
は
、
河
野
ワ
ク

チ
ン
担
当
相
が
、
早
け
れ

ば
10
月
の
終
わ
り
か
ら
11

月
に
な
る
見
通
し
で
、
今

後
厚
生
労
働
省
の
審
議
会

で
議
論
さ
れ
、
判
断
さ
れ

る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

今
後
の
国
の
動
向
を
注
意

深
く
見
守
っ
て
い
く
。
　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
　
県
道
・
町
道
の
中
央

線
（
白
線
や
黄
色
線
）
、

止
ま
れ
、
停
止
線
、
横
断

歩
道
の
表
示
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
。

答
　
職
員
に
よ
る
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
、
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
地
域
住
民
の
方

か
ら
の
情
報
提
供
な
ど
に

よ
り
、
表
示
状
況
の
把
握

に
努
め
て
い
る
。
　

問
　
表
示
が
消
え
て
い
る

部
分
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

答
　
緊
急
性
が
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
い
場
所
は
、
優
先

順
位
を
付
け
、
数
か
所
ま

と
め
て
実
施
す
る
な
ど
効

率
的
お
よ
び
経
費
の
圧
縮

を
図
っ
て
順
次
、
修
繕
対

応
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と
今
後
は

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と
今
後
は

問
　
新
病
院
の
新
た
な
機

能
や
拡
充
さ
れ
る
機
能
は
。

答
　
地
域
の
基
幹
病
院
と

し
て
機
能
の
充
実
を
図
り
、

急
性
期
、
慢
性
期
、
在
宅

医
療
ま
で
一
貫
し
た
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ケ

ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院
を
目
指

す
。
具
体
的
に
拡
充
さ
れ

る
も
の
は
、
①
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
30
床
の
増
床
。

②
救
急
医
療
体
制
強
化
の

た
め
、
救
急
科
を
新
設
。

③
予
防
医
療
の
推
進
と
し

て
（
仮
称
）
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
の
開
設
や
女
性
に

優
し
く
受
診
し
や
す
い
検

診
部
門
の
構
築
の
た
め
、

常
勤
の
女
性
医
師
の
確
保

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
聞
い
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問
　
世
代
を
問
わ
ず
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
正
確
な
情
報

伝
達
に
努
め
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
一
層
の
促
進
を
。

答
　
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性

や
副
反
応
に
関
す
る
情
報

の
周
知
を
行
い
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
接
種
し
て
い

た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

10
月
中
旬
に
は
２
回
目
接

種
の
方
が
７
割
に
達
す
る

と
想
定
し
て
い
る
。

凍
結
防
止
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

で
事
故
防
止
を

問
　
冬
場
凍
結
し
た
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
は
大
変
危
険
。

凍
結
防
止
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

に
切
り
替
え
を
。

答
　
凍
結
防
止
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
効
果
を
十
分
検
証

し
、
持
続
的
な
効
果
が
見

込
ま
れ
る
場
合
は
順
次
切

り
替
え
を
進
め
て
い
く
。

伊
奈
病
院
移
転

　上
下
水
道
庁
舎
南
側
へ

伊
奈
病
院
移
転

　上
下
水
道
庁
舎
南
側
へ

問
　
伊
奈
町
公
共
施
設
個

別
施
設
計
画
で
は
、
南
保

育
所
の
廃
止
も
検
討
す
る

と
あ
る
が
、
本
当
に
廃
止

も
あ
る
の
か
。

答
　
南
保
育
所
は
築
39
年

で
老
朽
化
、
土
地
は
借
地

で
令
和
12
年
12
月
が
期
限
。

　
施
設
の
在
り
方
を
検
討

す
る
中
で
廃
止
を
含
め
た

も
の
と
し
た
。

　
具
体
的
な
検
討
の
在
り

方
は
、
保
育
の
利
用
状
況
、

保
育
ニ
ー
ズ
の
見
込
み
、

町
の
財
政
状
況
等
を
総
合

的
に
判
断
、
検
討
す
る
。

問
　
存
続
も
あ
る
の
か
。

答
　
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を

検
討
す
る
。

問
　
年
長
組
の
出
入
り
口

は
観
音
開
き
で
危
険
だ
と

指
摘
が
あ
る
が
。

答
　
安
全
に
使
用
し
て
い

る
が
、
今
後
、
修
理
等
が

出
て
き
た
ら
引
き
戸
式
に

す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

問
　
近
隣
で
は
少
子
化
に

よ
る
学
校
の
統
廃
合
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
伊

奈
町
は
ど
う
か
。

答
　
少
子
化
に
よ
る
学
校

の
統
廃
合
の
計
画
は
な
い
。

問
　
空
き
教
室
の
現
状
は
。

答
　
各
学
校
概
ね
６
教
室

ほ
ど
あ
る
。
少
人
数
学
習
、

集
会
活
動
等
に
使
用
。

伊
奈
町
に
保
健
所
誘
致
を

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
だ

と
保
健
所
が
あ
る
と
安
心

だ
が
、
旧
が
ん
セ
ン
タ
ー

に
誘
致
で
き
な
い
か
。

答
　
県
に
計
画
が
あ
れ
ば
、

町
と
し
て
も
努
力
す
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
話
は
な
い
。

南
保
育
所
の
廃
止
は
あ
る
の
か

南
保
育
所
の
廃
止
は
あ
る
の
か

綾
瀬
川
の
浚
渫
工
事
の
変

更問
　
境
橋
付
近
か
ら
合
流

地
点
ま
で
の
約
１
㎞
の
部

分
を
護
岸
工
事
を
し
て
か

ら
浚
渫
工
事
に
入
る
こ
と

に
な
っ
た
、
と
聞
い
た
が
、

内
容
は
。

答
　
そ
の
エ
リ
ア
は
、
護

岸
が
崩
れ
、
川
の
線
形
が

湾
曲
し
て
お
り
、
護
岸
を

補
強
し
な
い
と
浚
渫
工
事

が
実
施
で
き
な
い
の
で
、

今
年
度
に
護
岸
補
強
工
事

の
設
計
を
行
い
、
令
和
4

年
度
以
降
に
護
岸
補
強
工

事
及
び
浚
渫
工
事
の
実
施

を
段
階
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

排
水
路
や
側
溝
の
清
掃

問
　
排
水
路
や
側
溝
の
清

掃
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答
　
町
予
算
に
清
掃
委
託

料
を
計
上
し
、
堆
積
物
の

除
去
や
草
刈
り
等
の
清
掃

作
業
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
町
作
業
員
に
よ
る
清

掃
作
業
を
随
時
実
施
し
て

い
る
。
今
後
も
、
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
や
住
民
か
ら
の

通
報
に
よ
り
、
排
水
路
や

側
溝
の
現
状
を
常
に
把
握

し
、
良
好
な
維
持
管
理
に

努
め
た
い
。

生
徒
に
寄
り
添
う
教
育
を

問
　
低
評
価
の
生
徒
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
は
。

答
　
授
業
理
解
に
困
難
な

様
子
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場

で
支
援
を
す
る
な
ど
、
学

習
の
つ
ま
ず
き
の
早
期
発

見
、
解
消
に
努
め
て
い
る
。

提
出
物
が
滞
り
が
ち
な
生

徒
に
は
、
何
度
も
声
を
か

け
て
い
る
。

綾
瀬
川
の
浚
渫
工
事

綾
瀬
川
の
浚
渫
工
事

し
ゅ
ん
　せ
つ

答 問

答 問

答 問問 答

答 問

問

答 問

答 問

答 問 答 問答 問答 問

答

答 問

問

答 答 問問

大
野 

興
一  

議
員

お
お 

の

こ
う
い
ち

藤
原 

義
春  

議
員

よ
し
は
る

ふ
じ
は
ら

け
い 

こ

栗
原 

惠
子  

議
員

く
り
ば
ら

答 佐
藤 

弘
一  

議
員

 

さ 

と
う
こ
う
い
ち
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一般質問

問
　
現
在
の
接
種
状
況
は
。

答
　
９
月
12
日
時
点
で
２

回
目
が
接
種
済
み
の
方
は
、

全
体
で
59
・
８
％
と
な
っ

て
い
る
。
10
代
が
53
・
９

％
、
20
代
が
37
・
４
％
、

30
代
が
48
・
７
％
、
40
代

が
63
・
４
％
、50
代
が
72
・

４
％
、
65
歳
以
上
の
方
が

89
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
３
回
目
４
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
考
え
は
。

答
　
３
回
目
の
接
種
、
い

わ
ゆ
る
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種

に
つ
い
て
は
、
河
野
ワ
ク

チ
ン
担
当
相
が
、
早
け
れ

ば
10
月
の
終
わ
り
か
ら
11

月
に
な
る
見
通
し
で
、
今

後
厚
生
労
働
省
の
審
議
会

で
議
論
さ
れ
、
判
断
さ
れ

る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

今
後
の
国
の
動
向
を
注
意

深
く
見
守
っ
て
い
く
。
　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
　
県
道
・
町
道
の
中
央

線
（
白
線
や
黄
色
線
）
、

止
ま
れ
、
停
止
線
、
横
断

歩
道
の
表
示
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
。

答
　
職
員
に
よ
る
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
、
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
地
域
住
民
の
方

か
ら
の
情
報
提
供
な
ど
に

よ
り
、
表
示
状
況
の
把
握

に
努
め
て
い
る
。
　

問
　
表
示
が
消
え
て
い
る

部
分
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

答
　
緊
急
性
が
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
い
場
所
は
、
優
先

順
位
を
付
け
、
数
か
所
ま

と
め
て
実
施
す
る
な
ど
効

率
的
お
よ
び
経
費
の
圧
縮

を
図
っ
て
順
次
、
修
繕
対

応
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と
今
後
は

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と
今
後
は

問
　
新
病
院
の
新
た
な
機

能
や
拡
充
さ
れ
る
機
能
は
。

答
　
地
域
の
基
幹
病
院
と

し
て
機
能
の
充
実
を
図
り
、

急
性
期
、
慢
性
期
、
在
宅

医
療
ま
で
一
貫
し
た
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ケ

ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院
を
目
指

す
。
具
体
的
に
拡
充
さ
れ

る
も
の
は
、
①
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
30
床
の
増
床
。

②
救
急
医
療
体
制
強
化
の

た
め
、
救
急
科
を
新
設
。

③
予
防
医
療
の
推
進
と
し

て
（
仮
称
）
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
の
開
設
や
女
性
に

優
し
く
受
診
し
や
す
い
検

診
部
門
の
構
築
の
た
め
、

常
勤
の
女
性
医
師
の
確
保

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
聞
い
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問
　
世
代
を
問
わ
ず
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
正
確
な
情
報

伝
達
に
努
め
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
一
層
の
促
進
を
。

答
　
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性

や
副
反
応
に
関
す
る
情
報

の
周
知
を
行
い
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
接
種
し
て
い

た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

10
月
中
旬
に
は
２
回
目
接

種
の
方
が
７
割
に
達
す
る

と
想
定
し
て
い
る
。

凍
結
防
止
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

で
事
故
防
止
を

問
　
冬
場
凍
結
し
た
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
は
大
変
危
険
。

凍
結
防
止
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

に
切
り
替
え
を
。

答
　
凍
結
防
止
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
効
果
を
十
分
検
証

し
、
持
続
的
な
効
果
が
見

込
ま
れ
る
場
合
は
順
次
切

り
替
え
を
進
め
て
い
く
。

伊
奈
病
院
移
転

　上
下
水
道
庁
舎
南
側
へ

伊
奈
病
院
移
転

　上
下
水
道
庁
舎
南
側
へ

問
　
伊
奈
町
公
共
施
設
個

別
施
設
計
画
で
は
、
南
保

育
所
の
廃
止
も
検
討
す
る

と
あ
る
が
、
本
当
に
廃
止

も
あ
る
の
か
。

答
　
南
保
育
所
は
築
39
年

で
老
朽
化
、
土
地
は
借
地

で
令
和
12
年
12
月
が
期
限
。

　
施
設
の
在
り
方
を
検
討

す
る
中
で
廃
止
を
含
め
た

も
の
と
し
た
。

　
具
体
的
な
検
討
の
在
り

方
は
、
保
育
の
利
用
状
況
、

保
育
ニ
ー
ズ
の
見
込
み
、

町
の
財
政
状
況
等
を
総
合

的
に
判
断
、
検
討
す
る
。

問
　
存
続
も
あ
る
の
か
。

答
　
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を

検
討
す
る
。

問
　
年
長
組
の
出
入
り
口

は
観
音
開
き
で
危
険
だ
と

指
摘
が
あ
る
が
。

答
　
安
全
に
使
用
し
て
い

る
が
、
今
後
、
修
理
等
が

出
て
き
た
ら
引
き
戸
式
に

す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

問
　
近
隣
で
は
少
子
化
に

よ
る
学
校
の
統
廃
合
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
伊

奈
町
は
ど
う
か
。

答
　
少
子
化
に
よ
る
学
校

の
統
廃
合
の
計
画
は
な
い
。

問
　
空
き
教
室
の
現
状
は
。

答
　
各
学
校
概
ね
６
教
室

ほ
ど
あ
る
。
少
人
数
学
習
、

集
会
活
動
等
に
使
用
。

伊
奈
町
に
保
健
所
誘
致
を

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
だ

と
保
健
所
が
あ
る
と
安
心

だ
が
、
旧
が
ん
セ
ン
タ
ー

に
誘
致
で
き
な
い
か
。

答
　
県
に
計
画
が
あ
れ
ば
、

町
と
し
て
も
努
力
す
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
話
は
な
い
。

南
保
育
所
の
廃
止
は
あ
る
の
か

南
保
育
所
の
廃
止
は
あ
る
の
か

綾
瀬
川
の
浚
渫
工
事
の
変

更問
　
境
橋
付
近
か
ら
合
流

地
点
ま
で
の
約
１
㎞
の
部

分
を
護
岸
工
事
を
し
て
か

ら
浚
渫
工
事
に
入
る
こ
と

に
な
っ
た
、
と
聞
い
た
が
、

内
容
は
。

答
　
そ
の
エ
リ
ア
は
、
護

岸
が
崩
れ
、
川
の
線
形
が

湾
曲
し
て
お
り
、
護
岸
を

補
強
し
な
い
と
浚
渫
工
事

が
実
施
で
き
な
い
の
で
、

今
年
度
に
護
岸
補
強
工
事

の
設
計
を
行
い
、
令
和
4

年
度
以
降
に
護
岸
補
強
工

事
及
び
浚
渫
工
事
の
実
施

を
段
階
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

排
水
路
や
側
溝
の
清
掃

問
　
排
水
路
や
側
溝
の
清

掃
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答
　
町
予
算
に
清
掃
委
託

料
を
計
上
し
、
堆
積
物
の

除
去
や
草
刈
り
等
の
清
掃

作
業
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
町
作
業
員
に
よ
る
清

掃
作
業
を
随
時
実
施
し
て

い
る
。
今
後
も
、
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
や
住
民
か
ら
の

通
報
に
よ
り
、
排
水
路
や

側
溝
の
現
状
を
常
に
把
握

し
、
良
好
な
維
持
管
理
に

努
め
た
い
。

生
徒
に
寄
り
添
う
教
育
を

問
　
低
評
価
の
生
徒
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
は
。

答
　
授
業
理
解
に
困
難
な

様
子
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場

で
支
援
を
す
る
な
ど
、
学

習
の
つ
ま
ず
き
の
早
期
発

見
、
解
消
に
努
め
て
い
る
。

提
出
物
が
滞
り
が
ち
な
生

徒
に
は
、
何
度
も
声
を
か

け
て
い
る
。

綾
瀬
川
の
浚
渫
工
事

綾
瀬
川
の
浚
渫
工
事

し
ゅ
ん
　せ
つ

答 問

答 問

答 問問 答

答 問

問

答 問

答 問

答 問 答 問答 問答 問

答

答 問

問

答 答 問問

大
野 

興
一  

議
員

お
お 

の

こ
う
い
ち

藤
原 

義
春  

議
員

よ
し
は
る

ふ
じ
は
ら

け
い 

こ

栗
原 

惠
子  

議
員

く
り
ば
ら

答 佐
藤 

弘
一  

議
員

 

さ 

と
う
こ
う
い
ち
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問
　
多
様
性
へ
の
配
慮
か

ら
性
差
を
感
じ
さ
せ
な
い

制
服
が
増
え
て
い
る
。

　
ス
カ
ー
ト
、
ス
ラ
ッ
ク

ス
の
選
択
制
を
。

答
　
令
和
４
年
度
か
ら
ス

ラ
ッ
ク
ス
の
選
択
制
を
導

入
す
る
準
備
を
す
す
め
て

い
る
。
　

手
話
講
習
会
の
上
尾
市
と

の
広
域
開
催

問
　
効
果
は
。

答
　
上
尾
市
と
伊
奈
町
の

ど
ち
ら
か
で
希
望
す
る
講

習
が
早
期
に
受
講
で
き
る
。

ご
み
の
分
別
と
集
積
所
の

管
理

問
　
ご
み
の
分
別
や
ご
み

出
し
日
を
お
知
ら
せ
す
る

ア
プ
リ
の
導
入
を
。
　

答
　
有
効
性
や
近
隣
市
の

状
況
を
調
査
し
た
い
。

問
　
集
積
所
へ
の
地
区
外

か
ら
の
持
ち
込
み
対
策
を
。

答
　
「
他
地
区
の
方
の
ご

み
の
持
ち
込
み
禁
止
」
と

表
記
さ
れ
た
看
板
を
希
望

者
に
貸
与
し
て
い
る
。
　

学
校
に
お
け
る
I
C
T
機

器
活
用

問
　
端
末
の
家
庭
で
の
活

用
と
課
題
は
。

答
　
臨
時
休
業
や
今
後
の

家
庭
で
の
活
用
に
備
え
て

準
備
を
進
め
て
い
る
。
接

続
で
き
な
か
っ
た
家
庭
で

は
、
感
染
防
止
対
策
を
十

分
に
取
っ
た
上
で
、
学
校

開
放
を
考
え
て
い
る
。
　

問
　
電
磁
波
過
敏
症
な
ど

の
影
響
は
。

答
　
日
頃
か
ら
児
童
生
徒

の
様
子
を
観
察
し
、
保
護

者
か
ら
の
情
報
に
注
視
し

た
い
。
　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
の
導
入
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
の
導
入
を

問
　
医
療
的
ケ
ア
児
・
者

に
と
っ
て
災
害
時
の
電
源

確
保
は
生
命
維
持
に
必
要

不
可
欠
。
人
工
呼
吸
器
用

外
部
バ
ッ
テ
リ
ー
を
給
付

対
象
に
で
き
な
い
か
。

答
　
見
直
し
を
す
る
。

問
　
急
な
災
害
時
に
バ
ッ

テ
リ
ー
を
求
め
ら
れ
た
場

合
、
即
時
対
応
で
き
る
か
。

答
　
準
備
す
る
。

問
　
網
膜
色
素
変
性
症
の

方
が
利
用
す
る
と
生
活
が

便
利
に
な
る
暗
所
視
支
援

眼
鏡
は
定
価
約
40
万
円
と

高
額
で
あ
り
補
助
を
。

答
　
見
直
し
を
す
る
。
　

S
M
S
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）
に
よ

る
町
税
納
付
忘
れ
防
止
を

問
　
督
促
状
の
送
付
前
に

S
M
S
を
活
用
す
れ
ば
再

通
告
書
を
発
送
せ
ず
に
経

費
削
減
に
な
る
。
ま
た
納

付
相
談
等
の
案
内
に
よ
り

救
済
に
も
繋
が
る
が
。

答
　
検
討
す
る
。

奨
学
金
肩
代
わ
り
で
若
者

の
定
住
促
進
を

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
保
護
者

の
収
入
減
や
学
生
ア
ル
バ

イ
ト
の
解
雇
な
ど
も
聞
く
。

先
進
地
の
よ
う
に
若
者
の

定
住
を
促
し
、
地
域
産
業

へ
の
人
手
不
足
を
解
消
す

る
狙
い
で
条
件
付
き
で
奨

学
金
の
肩
代
わ
り
制
度
を
。

答
　
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
の

洗
い
出
し
が
必
要
で
あ
る
。

長
期
休
暇
中
の
児
童
ク
ラ

ブ
に
昼
食
の
提
供
を

問
　
宅
配
弁
当
や
町
内
飲

食
業
者
に
協
力
を
得
て
は
。

答
　
支
援
員
の
負
担
が
増

す
の
で
難
し
い
。

日
常
生
活
用
具
補
助
事
業
、
適
切
な
給
付
を

日
常
生
活
用
具
補
助
事
業
、
適
切
な
給
付
を

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
町
内

感
染
状
況
は
町
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
で
月
2
回
だ
が
陽
性

者
数
と
、
そ
の
内
訳
と
し

て
入
院
者
数
、
宿
泊
療
養

者
数
、
自
宅
療
養
者
そ
れ

に
退
院
、
療
養
終
了
者
数

が
公
表
さ
れ
て
来
た
。

　
と
こ
ろ
が
8
月
に
入
っ

て
こ
の
情
報
は
突
然
な
く

な
っ
た
が
、
町
の
把
握
は

ど
う
か
。

答
　
新
規
感
染
者
数
の
み
。

問
　
町
は
住
民
に
一
番
身

近
な
自
治
体
と
し
て
感
染

者
、
特
に
自
宅
療
養
者
の

健
康
状
態
の
確
認
や
生
活

支
援
に
必
要
な
情
報
を
県

に
求
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
　
9
月
に
入
り
新
規
感

染
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
情
報
提
供
を

申
し
入
れ
て
い
く
。

問
　
情
報
が
な
い
中
で
増

加
中
の
自
宅
療
養
者
へ
の

支
援
を
ど
う
行
っ
て
い
く

の
か
。

答
　
県
が
す
る
の
が
基
本

だ
が
、
町
と
し
て
は
食
料

や
日
常
用
品
等
の
支
援
物

資
の
提
供
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
知
ら
せ
、
希
望
者
の

申
し
出
を
待
つ
と
い
う
形

で
の
支
援
と
な
っ
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問
　
７
月
と
8
月
を
期
間

と
す
る
ス
マ
ホ
決
済
の
商

工
業
支
援
策
は
短
期
間
で

終
了
し
た
が
、
第
2
弾
は

ど
う
か
。

答
　
還
元
率
、
付
与
上
限

額
等
を
検
証
し
、
今
後
の

事
業
に
活
か
し
て
い
く
。

感
染
者
状
況
の
把
握
は
ど
う
し
て
い
る
か

感
染
者
状
況
の
把
握
は
ど
う
し
て
い
る
か

火
山
噴
火
降
灰
と
備
蓄

問
　
火
山
噴
火
は
大
規
模

地
震
と
の
連
動
性
も
あ
る
。

噴
火
と
降
灰
の
想
定
は
。

答
　
富
士
山
噴
火
の
場
合
、

県
南
部
に
２
㎝
、
浅
間
山

や
草
津
白
根
山
の
場
合
、

県
全
域
で
数
㎝
の
可
能
性
。

問
　
火
山
灰
は
ガ
ラ
ス
を

含
ん
で
お
り
単
な
る
灰
で

は
な
い
。
降
灰
で
ど
の
よ

う
な
被
害
が
お
き
る
か
。

答
　
吸
引
に
よ
る
肺
等
へ

の
健
康
被
害
、
空
調
機
器

等
の
目
詰
ま
り
、
電
線
の

シ
ョ
ー
ト
に
よ
る
停
電
、

通
信
障
害
、
道
路
や
電
車
、

航
空
機
の
障
害
、
農
作
物

へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

問
　
町
の
対
策
計
画
は
。

答
　
来
年
度
改
訂
の
伊
奈

町
地
域
防
災
計
画
で
対
策

の
記
載
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
火
山
灰
の
特
質
や
被

害
、
対
策
等
は
早
く
町
民

に
情
報
提
供
す
べ
き
で
は
。

答
　
重
要
だ
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
く
。

問
　
降
灰
で
も
一
週
間
以

上
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
停
止

が
あ
り
得
る
。
町
と
家
庭

の
備
蓄
強
化
や
、
保
存
版

の
防
災
案
内
を
望
む
が
。

答
　
可
能
な
限
り
一
週
間

分
の
家
庭
備
蓄
を
奨
励
し
、

広
報
別
紙
で
案
内
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
偏
向
情
報
の
改
善

問
　
感
染
者
数
の
95
％
以

上
は
療
養
終
了
者
。
今
現

在
の
患
者
数
等
の
周
知
を
。

答
　
保
健
所
か
ら
の
情
報

が
再
開
予
定
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
。

＊
他
に
ワ
ク
チ
ン
以
外
の

対
策
、
防
止
策
等
も
質
疑
。

活
火
山
噴
火
の
対
策
・
コ
ロ
ナ
対
応
の
偏
向
改
善

活
火
山
噴
火
の
対
策
・
コ
ロ
ナ
対
応
の
偏
向
改
善

活火山富士山の大規模噴火時の降灰予想。
首都圏のマヒが長期に及ぶ可能性が大きい。
（富士山火山防災協議会の防災マップより）

活火山富士山の大規模噴火時の降灰予想。
首都圏のマヒが長期に及ぶ可能性が大きい。
（富士山火山防災協議会の防災マップより）

ごみ集積所へ設置する看板

豊島区では22か所の学童保育で長期休暇中に宅配
弁当を利用。保護者の負担軽減に繋がっている
【写真提供：ワタミ（株）】

北庁舎前面とコロナ支援物資（町HPより）

答

答答

問問

問

答答答 問答 問 問

答

答 問

問問

答答 問問答 問

答

答

問問

答 答問問答

答

問

答 問答 問答 問答 問

山
野 

智
彦  

議
員

と
も
ひ
こ

や
ま 

の

青
木 

久
男  

議
員

あ
お 

き

ひ
さ 

お

問

戸
張 

光
枝  

議
員

み
つ 

え

 

と 

ば
り

お
お
さ
わ 

　  

じ
ゅ
ん

大
沢 

　淳  

議
員



一般質問

No.19313 12

一般質問

問
　
多
様
性
へ
の
配
慮
か

ら
性
差
を
感
じ
さ
せ
な
い

制
服
が
増
え
て
い
る
。

　
ス
カ
ー
ト
、
ス
ラ
ッ
ク

ス
の
選
択
制
を
。

答
　
令
和
４
年
度
か
ら
ス

ラ
ッ
ク
ス
の
選
択
制
を
導

入
す
る
準
備
を
す
す
め
て

い
る
。
　

手
話
講
習
会
の
上
尾
市
と

の
広
域
開
催

問
　
効
果
は
。

答
　
上
尾
市
と
伊
奈
町
の

ど
ち
ら
か
で
希
望
す
る
講

習
が
早
期
に
受
講
で
き
る
。

ご
み
の
分
別
と
集
積
所
の

管
理

問
　
ご
み
の
分
別
や
ご
み

出
し
日
を
お
知
ら
せ
す
る

ア
プ
リ
の
導
入
を
。
　

答
　
有
効
性
や
近
隣
市
の

状
況
を
調
査
し
た
い
。

問
　
集
積
所
へ
の
地
区
外

か
ら
の
持
ち
込
み
対
策
を
。

答
　
「
他
地
区
の
方
の
ご

み
の
持
ち
込
み
禁
止
」
と

表
記
さ
れ
た
看
板
を
希
望

者
に
貸
与
し
て
い
る
。
　

学
校
に
お
け
る
I
C
T
機

器
活
用

問
　
端
末
の
家
庭
で
の
活

用
と
課
題
は
。

答
　
臨
時
休
業
や
今
後
の

家
庭
で
の
活
用
に
備
え
て

準
備
を
進
め
て
い
る
。
接

続
で
き
な
か
っ
た
家
庭
で

は
、
感
染
防
止
対
策
を
十

分
に
取
っ
た
上
で
、
学
校

開
放
を
考
え
て
い
る
。
　

問
　
電
磁
波
過
敏
症
な
ど

の
影
響
は
。

答
　
日
頃
か
ら
児
童
生
徒

の
様
子
を
観
察
し
、
保
護

者
か
ら
の
情
報
に
注
視
し

た
い
。
　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
の
導
入
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
の
導
入
を

問
　
医
療
的
ケ
ア
児
・
者

に
と
っ
て
災
害
時
の
電
源

確
保
は
生
命
維
持
に
必
要

不
可
欠
。
人
工
呼
吸
器
用

外
部
バ
ッ
テ
リ
ー
を
給
付

対
象
に
で
き
な
い
か
。

答
　
見
直
し
を
す
る
。

問
　
急
な
災
害
時
に
バ
ッ

テ
リ
ー
を
求
め
ら
れ
た
場

合
、
即
時
対
応
で
き
る
か
。

答
　
準
備
す
る
。

問
　
網
膜
色
素
変
性
症
の

方
が
利
用
す
る
と
生
活
が

便
利
に
な
る
暗
所
視
支
援

眼
鏡
は
定
価
約
40
万
円
と

高
額
で
あ
り
補
助
を
。

答
　
見
直
し
を
す
る
。
　

S
M
S
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）
に
よ

る
町
税
納
付
忘
れ
防
止
を

問
　
督
促
状
の
送
付
前
に

S
M
S
を
活
用
す
れ
ば
再

通
告
書
を
発
送
せ
ず
に
経

費
削
減
に
な
る
。
ま
た
納

付
相
談
等
の
案
内
に
よ
り

救
済
に
も
繋
が
る
が
。

答
　
検
討
す
る
。

奨
学
金
肩
代
わ
り
で
若
者

の
定
住
促
進
を

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
保
護
者

の
収
入
減
や
学
生
ア
ル
バ

イ
ト
の
解
雇
な
ど
も
聞
く
。

先
進
地
の
よ
う
に
若
者
の

定
住
を
促
し
、
地
域
産
業

へ
の
人
手
不
足
を
解
消
す

る
狙
い
で
条
件
付
き
で
奨

学
金
の
肩
代
わ
り
制
度
を
。

答
　
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
の

洗
い
出
し
が
必
要
で
あ
る
。

長
期
休
暇
中
の
児
童
ク
ラ

ブ
に
昼
食
の
提
供
を

問
　
宅
配
弁
当
や
町
内
飲

食
業
者
に
協
力
を
得
て
は
。

答
　
支
援
員
の
負
担
が
増

す
の
で
難
し
い
。

日
常
生
活
用
具
補
助
事
業
、
適
切
な
給
付
を

日
常
生
活
用
具
補
助
事
業
、
適
切
な
給
付
を

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
町
内

感
染
状
況
は
町
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
で
月
2
回
だ
が
陽
性

者
数
と
、
そ
の
内
訳
と
し

て
入
院
者
数
、
宿
泊
療
養

者
数
、
自
宅
療
養
者
そ
れ

に
退
院
、
療
養
終
了
者
数

が
公
表
さ
れ
て
来
た
。

　
と
こ
ろ
が
8
月
に
入
っ

て
こ
の
情
報
は
突
然
な
く

な
っ
た
が
、
町
の
把
握
は

ど
う
か
。

答
　
新
規
感
染
者
数
の
み
。

問
　
町
は
住
民
に
一
番
身

近
な
自
治
体
と
し
て
感
染

者
、
特
に
自
宅
療
養
者
の

健
康
状
態
の
確
認
や
生
活

支
援
に
必
要
な
情
報
を
県

に
求
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
　
9
月
に
入
り
新
規
感

染
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
情
報
提
供
を

申
し
入
れ
て
い
く
。

問
　
情
報
が
な
い
中
で
増

加
中
の
自
宅
療
養
者
へ
の

支
援
を
ど
う
行
っ
て
い
く

の
か
。

答
　
県
が
す
る
の
が
基
本

だ
が
、
町
と
し
て
は
食
料

や
日
常
用
品
等
の
支
援
物

資
の
提
供
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
知
ら
せ
、
希
望
者
の

申
し
出
を
待
つ
と
い
う
形

で
の
支
援
と
な
っ
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問
　
７
月
と
8
月
を
期
間

と
す
る
ス
マ
ホ
決
済
の
商

工
業
支
援
策
は
短
期
間
で

終
了
し
た
が
、
第
2
弾
は

ど
う
か
。

答
　
還
元
率
、
付
与
上
限

額
等
を
検
証
し
、
今
後
の

事
業
に
活
か
し
て
い
く
。

感
染
者
状
況
の
把
握
は
ど
う
し
て
い
る
か

感
染
者
状
況
の
把
握
は
ど
う
し
て
い
る
か

火
山
噴
火
降
灰
と
備
蓄

問
　
火
山
噴
火
は
大
規
模

地
震
と
の
連
動
性
も
あ
る
。

噴
火
と
降
灰
の
想
定
は
。

答
　
富
士
山
噴
火
の
場
合
、

県
南
部
に
２
㎝
、
浅
間
山

や
草
津
白
根
山
の
場
合
、

県
全
域
で
数
㎝
の
可
能
性
。

問
　
火
山
灰
は
ガ
ラ
ス
を

含
ん
で
お
り
単
な
る
灰
で

は
な
い
。
降
灰
で
ど
の
よ

う
な
被
害
が
お
き
る
か
。

答
　
吸
引
に
よ
る
肺
等
へ

の
健
康
被
害
、
空
調
機
器

等
の
目
詰
ま
り
、
電
線
の

シ
ョ
ー
ト
に
よ
る
停
電
、

通
信
障
害
、
道
路
や
電
車
、

航
空
機
の
障
害
、
農
作
物

へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

問
　
町
の
対
策
計
画
は
。

答
　
来
年
度
改
訂
の
伊
奈

町
地
域
防
災
計
画
で
対
策

の
記
載
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
火
山
灰
の
特
質
や
被

害
、
対
策
等
は
早
く
町
民

に
情
報
提
供
す
べ
き
で
は
。

答
　
重
要
だ
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
く
。

問
　
降
灰
で
も
一
週
間
以

上
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
停
止

が
あ
り
得
る
。
町
と
家
庭

の
備
蓄
強
化
や
、
保
存
版

の
防
災
案
内
を
望
む
が
。

答
　
可
能
な
限
り
一
週
間

分
の
家
庭
備
蓄
を
奨
励
し
、

広
報
別
紙
で
案
内
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
偏
向
情
報
の
改
善

問
　
感
染
者
数
の
95
％
以

上
は
療
養
終
了
者
。
今
現

在
の
患
者
数
等
の
周
知
を
。

答
　
保
健
所
か
ら
の
情
報

が
再
開
予
定
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
。

＊
他
に
ワ
ク
チ
ン
以
外
の

対
策
、
防
止
策
等
も
質
疑
。

活
火
山
噴
火
の
対
策
・
コ
ロ
ナ
対
応
の
偏
向
改
善

活
火
山
噴
火
の
対
策
・
コ
ロ
ナ
対
応
の
偏
向
改
善

活火山富士山の大規模噴火時の降灰予想。
首都圏のマヒが長期に及ぶ可能性が大きい。
（富士山火山防災協議会の防災マップより）

活火山富士山の大規模噴火時の降灰予想。
首都圏のマヒが長期に及ぶ可能性が大きい。
（富士山火山防災協議会の防災マップより）

ごみ集積所へ設置する看板

豊島区では22か所の学童保育で長期休暇中に宅配
弁当を利用。保護者の負担軽減に繋がっている
【写真提供：ワタミ（株）】

北庁舎前面とコロナ支援物資（町HPより）
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一般質問・傍聴案内

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
禍
に
よ
り
町
行
事
は

影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
後
、
来
年
以

降
の
町
行
事
の
あ
り
方
に

つ
い
て
質
問
を
す
る
。

伊
奈
ま
つ
り
の
再
開

問
　
交
通
の
便
か
ら
中
部

公
園
開
催
は
ど
う
か
。
８

月
開
催
は
、
区
の
祭
り
と

重
複
す
る
が
、
ベ
ス
ト
か
。

答
　
中
部
公
園
は
町
の
中

央
に
あ
り
魅
力
で
あ
る
が

記
念
公
園
で
の
８
月
開
催

が
町
民
に
定
着
し
て
い
る
。

バ
ラ
ま
つ
り
の
方
向
性

問
　
入
園
者
は
約
４
万
人

で
あ
る
が
、
町
民
は
１
割

以
下
と
少
な
い
。
多
く
の

町
民
が
バ
ラ
園
に
来
訪
す

る
施
策
に
す
べ
き
だ
。
　

答
　
配
布
の
無
料
招
待
券

で
入
園
を
期
待
す
る
。

敬
老
会
の
方
向
性

問
　
行
政
区
開
催
に
向
け

て
町
の
支
援
は
ど
う
か
。

答
　
区
の
立
て
た
計
画
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

さ
く
ら
ま
つ
り
の
方
向
性

問
　
駐
車
場
を
確
保
し
、

無
料
駐
車
に
す
べ
き
だ
。

答
　
駐
車
料
金
は
祭
り
費

用
の
一
部
に
充
て
て
い
る
。

町
民
運
動
会
の
再
開

問
　
人
口
増
と
高
齢
化
の

地
域
差
か
ら
、
中
学
校
通

学
区
単
位
開
催
や
競
技
種

目
を
検
討
す
べ
き
だ
。

答
　
多
く
の
意
見
を
体
育

協
会
等
と
検
討
す
る
。

成
人
式
の
方
向
性
　

問
　
卒
業
中
学
校
単
位
の

開
催
を
検
討
す
べ
き
だ
。

答
　
来
年
も
２
会
場
開
催

で
実
施
す
る
計
画
だ
。

コ
ロ
ナ
感
染
禍
後
の
町
諸
行
事

　

コ
ロ
ナ
感
染
禍
後
の
町
諸
行
事

　

２年間中止の町民運動会

１．議会に対して期待することは。

２．もし、自分が議員だったら、取組たいことは。

３．その他（自由にご記入ください）

議会だより　　「広聴会」議会だより　　「広聴会」dede
前号で議会報告会の予告を掲載しましたが、今年度は紙面での広聴会とさせていただきます。

【経緯】　これまで町民の皆様と議会との意見交換の場として「議会報告会」を開催しておりました
が、 昨年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、中止としました。
　一年が経過し、 議員一同開催を期していましたが、９月定例会終了後でも緊急事態宣言は続い
ており、 多くの人が集まることは時期尚早と判断しました。 このような状況の中、 町民の皆様の
声をお聞きするにはどうすれば良いかを考え、 紙面での広聴会という形にいたしました。

　ご参加くださった方の中から、抽選で５名の方に記念品をお送りいたします。必要事項（氏名、住所）を
ご記入ください。※個人情報は郵送以外の目的には使用いたしません。

 参加方法※11月25日㈭必着
　下の質問にお答えいただき、下記の宛先まで郵
送またはＦＡＸにてお送りください。また、持参
される場合は、伊奈町役場東庁舎３階の議会事務
局までお願いします。

  郵送：〒362ー8517　伊奈町中央 4ー355
　　　  伊奈町役場　議会事務局
  FAX：723ー6067

 議会だより de『広聴会』とは
　議会報告会の紙面バージョンとして、皆様から
質問や意見などを募集し、今後の「議会だより」
で掲載します。議会としてお答えできる質問には、
しっかりとお答えし、要望等は、町の担当課など
に引き継ぎます。また、議員それぞれの議員活動
にも活用します。
　たくさんの方々にご参加いただき、
議会とのコミュニケーションおよび意
見交換を図ることができれば幸いです。

氏名：　　　　　　　　　　  　住所：議会だより　　「広聴会」議会だより　　「広聴会」dede

Q1. 議会だよりを読みますか？
　　・毎回読む　　・たまに読む
　　・今回が初めて

Q2. 議会だよりを読んで議会の様子が
　　わかりますか？
　　・よくわかる　　・少しわかる
　　・ほとんどわからない

議会だよりのアンケート

Q3. 良く読むページ

Q4. あまり読まないページ

Q5. その他

問

答 答問答 問答 問答 問

答問 村
山 

正
弘  

議
員

ま
さ
ひ
ろ

む
ら
や
ま

町の最新情報を議会傍聴で入手!!町の最新情報を議会傍聴で入手!!

傍聴手続きは
簡単みたい!!

　町議会の本議会や常任委員会、特別委
員会はどなたでも自由に傍聴できます。し
かし、現在は新型コロナウイルス感染拡大
を防止するため傍聴をご遠慮いただく場
合もあります。住民課待合室、本会議場前
待合室のモニターでもリアルタイムでご
視聴になれますのでご利用ください。
　なお傍聴する場合は下記のことをお願
いします。

新型コロナウイルス
感染拡大防止への
ご協力のお願い

●手指消毒・マスク着用・検温にご協力をお願い
　します。
●体調の優れない方は、傍聴をご遠慮ください。

次回の定例会開会予定日は

11月30日㈫ です。

町でどんな計画が
されているの?!
どんなことが議論
されているの??
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一般質問・傍聴案内

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
禍
に
よ
り
町
行
事
は

影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
後
、
来
年
以

降
の
町
行
事
の
あ
り
方
に

つ
い
て
質
問
を
す
る
。

伊
奈
ま
つ
り
の
再
開

問
　
交
通
の
便
か
ら
中
部

公
園
開
催
は
ど
う
か
。
８

月
開
催
は
、
区
の
祭
り
と

重
複
す
る
が
、
ベ
ス
ト
か
。

答
　
中
部
公
園
は
町
の
中

央
に
あ
り
魅
力
で
あ
る
が

記
念
公
園
で
の
８
月
開
催

が
町
民
に
定
着
し
て
い
る
。

バ
ラ
ま
つ
り
の
方
向
性

問
　
入
園
者
は
約
４
万
人

で
あ
る
が
、
町
民
は
１
割

以
下
と
少
な
い
。
多
く
の

町
民
が
バ
ラ
園
に
来
訪
す

る
施
策
に
す
べ
き
だ
。
　

答
　
配
布
の
無
料
招
待
券

で
入
園
を
期
待
す
る
。

敬
老
会
の
方
向
性

問
　
行
政
区
開
催
に
向
け

て
町
の
支
援
は
ど
う
か
。

答
　
区
の
立
て
た
計
画
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

さ
く
ら
ま
つ
り
の
方
向
性

問
　
駐
車
場
を
確
保
し
、

無
料
駐
車
に
す
べ
き
だ
。

答
　
駐
車
料
金
は
祭
り
費

用
の
一
部
に
充
て
て
い
る
。

町
民
運
動
会
の
再
開

問
　
人
口
増
と
高
齢
化
の

地
域
差
か
ら
、
中
学
校
通

学
区
単
位
開
催
や
競
技
種

目
を
検
討
す
べ
き
だ
。

答
　
多
く
の
意
見
を
体
育

協
会
等
と
検
討
す
る
。

成
人
式
の
方
向
性
　

問
　
卒
業
中
学
校
単
位
の

開
催
を
検
討
す
べ
き
だ
。

答
　
来
年
も
２
会
場
開
催

で
実
施
す
る
計
画
だ
。

コ
ロ
ナ
感
染
禍
後
の
町
諸
行
事

　

コ
ロ
ナ
感
染
禍
後
の
町
諸
行
事

　

２年間中止の町民運動会

１．議会に対して期待することは。

２．もし、自分が議員だったら、取組たいことは。

３．その他（自由にご記入ください）

議会だより　　「広聴会」議会だより　　「広聴会」dede
前号で議会報告会の予告を掲載しましたが、今年度は紙面での広聴会とさせていただきます。

【経緯】　これまで町民の皆様と議会との意見交換の場として「議会報告会」を開催しておりました
が、 昨年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、中止としました。
　一年が経過し、 議員一同開催を期していましたが、９月定例会終了後でも緊急事態宣言は続い
ており、 多くの人が集まることは時期尚早と判断しました。 このような状況の中、 町民の皆様の
声をお聞きするにはどうすれば良いかを考え、 紙面での広聴会という形にいたしました。

　ご参加くださった方の中から、抽選で５名の方に記念品をお送りいたします。必要事項（氏名、住所）を
ご記入ください。※個人情報は郵送以外の目的には使用いたしません。

 参加方法※11月25日㈭必着
　下の質問にお答えいただき、下記の宛先まで郵
送またはＦＡＸにてお送りください。また、持参
される場合は、伊奈町役場東庁舎３階の議会事務
局までお願いします。

  郵送：〒362ー8517　伊奈町中央 4ー355
　　　  伊奈町役場　議会事務局
  FAX：723ー6067

 議会だより de『広聴会』とは
　議会報告会の紙面バージョンとして、皆様から
質問や意見などを募集し、今後の「議会だより」
で掲載します。議会としてお答えできる質問には、
しっかりとお答えし、要望等は、町の担当課など
に引き継ぎます。また、議員それぞれの議員活動
にも活用します。
　たくさんの方々にご参加いただき、
議会とのコミュニケーションおよび意
見交換を図ることができれば幸いです。

氏名：　　　　　　　　　　  　住所：議会だより　　「広聴会」議会だより　　「広聴会」dede

Q1. 議会だよりを読みますか？
　　・毎回読む　　・たまに読む
　　・今回が初めて

Q2. 議会だよりを読んで議会の様子が
　　わかりますか？
　　・よくわかる　　・少しわかる
　　・ほとんどわからない

議会だよりのアンケート

Q3. 良く読むページ

Q4. あまり読まないページ

Q5. その他

問

答 答問答 問答 問答 問

答問 村
山 

正
弘  

議
員

ま
さ
ひ
ろ

む
ら
や
ま

町の最新情報を議会傍聴で入手!!町の最新情報を議会傍聴で入手!!

傍聴手続きは
簡単みたい!!

　町議会の本議会や常任委員会、特別委
員会はどなたでも自由に傍聴できます。し
かし、現在は新型コロナウイルス感染拡大
を防止するため傍聴をご遠慮いただく場
合もあります。住民課待合室、本会議場前
待合室のモニターでもリアルタイムでご
視聴になれますのでご利用ください。
　なお傍聴する場合は下記のことをお願
いします。

新型コロナウイルス
感染拡大防止への
ご協力のお願い

●手指消毒・マスク着用・検温にご協力をお願い
　します。
●体調の優れない方は、傍聴をご遠慮ください。

次回の定例会開会予定日は

11月30日㈫ です。

町でどんな計画が
されているの?!
どんなことが議論
されているの??
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5
1
7
埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

蕕
0
4
8
（
7
2
1
）
2
1
1
1
㈹
　
蕭
0
4
8
（
7
2
3
）
6
0
6
7

号193第

前
回
の
答
え
と
当
選
者

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

第
46
弾
で
す
。

で配信中で配信中

亜
由
美（
内
宿
台
）、文
屋
翔

（
内
宿
台
）―

順
不
同・敬
称
略―

★
は
が
き
に
答
え

  

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、

〒
3
6
2
ー
8
5
1
7

伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

　
　
　
議
会
広
報
委
員
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
誌
へ
の
ご
意

見
や
ご
感
想
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
あ
わ
せ
て
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

☆
締
切
　
11
月
30
日
（
当

日
消
印
ま
で
有
効
）

　
正
解
者
の
な
か
か
ら
抽

選
で
10
人
の
方
に
エ
コ
手

袋
を
差
し
上
げ
ま
す
。

☆
正
解
と
当
選
者
の
発
表

は
次
号
の
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
ま
す
。

　
前
回
の
答
え
は
「
ギ
カ

イ
ダ
ヨ
リ
」
で
し
た
。
応

募
総
数
16
人
。
正
解
者
15

人
の
う
ち
抽
選
で
10
人
の

方
に
「
エ
コ
手
袋
」
を
お

送
り
し
ま
す
。

〈
当
選
者
〉

竹
若
美
幸（
本
町
）、近
藤
哲

生（
本
町
）、笠
原
和
子（
栄
）、

山
田
安
子（
小
室
）、大
石
喜

久
枝（
小
室
）、今
村
紀
子（
中

央
）、林
山
充（
西
小
針
）、粕

谷
智
恵
子（
内
宿
台
）、宗
村

応
募
方
法

（
例
　Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ

）

「伊奈町議会だより」も「伊奈町議会だより」も

議会HP議会HP議会フェイスブック議会フェイスブック

◆議会報告会（広聴会）
　　　　　　　　　　…⑮
◆議会報告会（広聴会）
　　　　　　　　　　…⑮
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答

所
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号
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便
郵

名
氏

齢
年

号
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電
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（

（おもて）

会
議

員
委
報
広

会 

行

3 6 2 8 5 1 7切手
63円

 
例
Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ

伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

▲ローズちゃんの「エコ手袋」
　※色は選べません

◇
議
会
ク
イ
ズ
の
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
を
家
族
と
一
緒
に

考
え
た
の
で
、
家
族
の
親
睦

が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　

（
10
代
）

◇
ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
の
エ
コ
手

袋
が
か
わ
い
い
。
急
い
で
ハ

ガ
キ
を
書
き
ま
し
た
。
伊
奈

中
央
駅
近
く
に
ス
ー
パ
ー
で

良
い
の
で
、
あ
る
と
凄
く
い

い
と
思
い
ま
し
た
。
（
40
代
）

◇
い
つ
も
読
ま
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
町
の
動
向
が
わ

か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て

お
り
、
と
て
も
読
み
や
す
い

で
す
。              

（
40
代
）

◇
エ
コ
手
袋
当
た
り
ま
し

た
。
う
れ
し
い
茶
系
の
淡
い

色
で
す
が
、
か
わ
い
い
。

（
70
代
）

◇
い
つ
も
読
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
伊
奈
町
を
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
様
の
健
康
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
　  

（
70
代
）

編
集
後
記

議
会
広
報
委
員
会

委  

員  

長
　上
野
　尚
德

副
委
員
長
　髙
橋
ま
ゆ
み

委
　
　員
　武
藤
　倫
雄

委
　
　員
　山
野
　智
彦

委
　
　員
　大
野
　興
一

委
　
　員
　戸
張
　光
枝

委
　
　員
　藤
原
　義
春

委
　
　員
　青
木
　久
男

声
の
者
読

◆議案概要・審議結果
◆一般質問11人が登壇

9月定例会令和3年

タ
テ
の
ヒ
ン
ト

１
、
犯
人
が
恐
れ
る
人

２
、
神
奈
川
県
に
あ
る
○
○

　
　
マ
リ
ー
ナ

３
、
父
母
の
音
読
み

４
、
オ
リ
ー
ブ
○
○
○

５
、
吉
永
小
百
合
が
主
演
の  

　 
「
北
の
○
○
○
○
た
ち
」

ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

６
、
清
水
次
郎
長
の
生
誕
県

７
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
「
○
○
○
林
檎
」

８
、
○
○
で
儲
け
る

９
、
○
○
も
玻
璃
も
磨
け
ば

光
る（
こ
と
わ
ざ
）

10
、
行
田
の
○
○
○
ア
ー
ト

は
有
名

 

問
題

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
E
を
並
べ
て
で
き

る
言
葉
は
？

答
え
の
ヒ
ン
ト

カ
ブ
は
カ
ブ
で
も
恐
い
カ
ブ 

り
ん
ご

は     

り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

発
生
か
ら
２
年
近
く
が
経

ち
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に

収
束
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
２
年
間
失
っ
た
も

の
は
第
一
に
多
く
の
人
命

が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
の
ほ
か
多
く

の
日
常
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
。
小
学
校
の

秋
の
運
動
会
、
今
年
も
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
町
や

学
校
そ
し
て
地
域
で
の
諸

行
事
の
中
止
や
変
更
が
続

き
ま
す
。
こ
れ
ら
が
新
た

な
日
常
と
な
ら
な
い
こ
と

を
願
い
ま
す
。

　
小
誌
の
編
集
は
議
会
広

報
委
員
会
で
す
が
、
議
会

の
役
目
と
し
て
広
く
住
民

の
皆
様
の
意
見
を
聞
く
広

聴
も
含
め
て
い
ま
す
。
今

回
の
「
議
会
だ
よ
り
ｄ
ｅ

広
聴
会
」
は
議
会
ク
イ
ズ

同
様
多
く
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　  

（
青
木
）

議会だより　　「広聴会」議会だより　　「広聴会」dede

読みやすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザイン書体を
採用しています。

読みやすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザイン書体を
採用しています。

植物油インキを植物油インキを
使用しています。使用しています。

★議会だよりは再生紙を
　使用しています。
★議会だよりは再生紙を
　使用しています。

　
９
月
の
さ
わ
や
か
な
天

気
の
下
、
稲
刈
り
作
業
中

の
方
々
と
遭
遇
し
取
材
に

応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昔
は
田
ん
ぼ
一
面
に
大
勢

の
人
が
出
て
賑
や
か
に
稲

を
刈
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
今
は
コ
ン
バ
イ
ン

で
一
気
に
刈
り
込
み
ま
す
。

表
紙
の
写
真
っ
て
何
？


